
平成27年6No.123

2015年6月1日

うるま市合併 10周年事業
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（5月 9日）
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終
戦
か
ら
70
年

忘
れ
て
は
い
け
な
い
歴
史

【米軍上陸後、洞窟から出てきた人たち】

【脚を負傷した少年】

　

沖
縄
戦
は
「
鉄
の
暴
風
」
と
も
表
現

さ
れ
る
よ
う
に
、
日
・
米
両
軍
の
壮
絶

な
地
上
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
戦
禍
の

中
で
20
万
余
の
貴
い
生
命
や
多
く
の
財

産
、
文
化
財
な
ど
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

兵
士
の
み
な
ら
ず
一
般
住
民
を
巻
き
込

ん
だ
こ
の
戦
争
は
、
戦
闘
に
よ
る
死
傷

に
と
ど
ま
ら
ず
凄
惨
な
集
団
自
決
（
集

団
強
制
死
）
に
ま
で
人
々
を
追
い
込
み

ま
し
た
。
痛
ま
し
い
沖
縄
戦
の
爪
痕
は

現
在
も
県
内
各
地
に
残
っ
て
お
り
、
ま

た
人
々
の
心
の
中
に
も
「
忌
ま
わ
し
い

記
憶
」
と
し
て
深
く
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

時　
期

主
な
出
来
事

１９４５（昭和２０）年
４月

石
川
が
避
難
民
収
容
所
と
な
る
。

米
軍
は
末
日
ま
で
に
下
原
を
中
心
に
約
２
４,
０
０
０

人
の
民
間
人
を
収
容
し
た
。
こ
の
難
民
収
容
地
域
を

行
政
区
画
と
し
て
、「
高
江
洲
市
」
と
し
た
。

米
軍
、
沖
縄
本
島
上
陸
。

具
志
川
グ
ス
ク
強
制
集
団
死
事
件
発
生
。

午
前
７
時
頃
か
ら
津
堅
島
全
域
は
艦
砲
射
撃
を
受
け

る
。
米
軍
津
堅
島
南
部
及
び
南
東
部
に
上
陸
開
始
。

屋
我
次
郎
氏
、米
軍
の
任
命
に
よ
り
石
川
市
長
就
任
。

仲
喜
洲
国
民
学
校
跡
に
高
江
洲
初
等
学
校
が
開
校
。

5月
「
石
川
学
園
」
正
式
に
開
校
。（
後
の
城
前
小
学
校
）

6月
民
家
を
改
修
し
て
仮
診
療
所
が
設
置
さ
れ
る
。

前
原
に
前
原
初
等
学
校
が
開
校
。

7月
石
川
地
区
病
院
開
設
。（
内
科
医
・
神
村
吉
助
、
歯

科
医
・
小
那
覇
全
孝
ほ
か
）

石
川
市
で
ウ
ル
マ
新
報
（
現
琉
球
新
報
）
創
刊
。

石
川
学
園
中
等
部
と
し
て
、
城
前
小
学
校
内
に
お
い

て
開
校
。（
現
石
川
高
校
）

8月
ハ
ン
ナ
少
佐
等
に
よ
り
東
恩
納
に
沖
縄
文
化
財
陳
列
館

（
東
恩
納
博
物
館
）
開
館
。

米
軍
政
府
は
石
川
市
各
キ
ャ
ン
プ
の
代
表
１
０
０
余

名
を
集
め
て
沖
縄
諮
詢
会
設
立
会
議
を
開
く
。

沖
縄
諮
詢
会
発
足
。（
委
員
15
名
選
出
）

委
員
長
に
志
喜
屋
孝
信
氏
選
出
。

9月
石
川
市
長
選
挙
・
市
議
会
選
挙
が
行
わ
れ
て
、
横
田

英
氏
が
選
出
さ
れ
市
長
と
な
る
。

米
軍
政
府
の
「
地
方
行
政
緊
急
措
置
要
綱
」
の
公
布

に
伴
い
、
前
原
市
と
平
安
座
市
が
誕
生
。

石
川
市
が
美
里
村
か
ら
分
離
、
市
制
施
行
。

10月
石
川
学
園
を
三
分
し
、
城
前
小
学
校
、
宮
森
小
学
校
、

中
等
部
を
石
川
高
等
学
校
と
し
て
分
校
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
道
を
歩
む
。

う
る
ま
市
内
の
様
子

【
１
９
４
５（
昭
和
20
）年
～
１
９
５
３（
昭
和
28
）年
】

終
戦
か
ら
70
年

忘
れ
て
は
い
け
な
い
歴
史

特集：戦後 70年
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戦
後
復
興
を
支
え
た
娯
楽

　

１
９
４
５
年
３
月
26
日
の
米
軍
に
よ
る

慶
良
間
諸
島
上
陸
に
続
い
て
、
４
月
１
日

の
沖
縄
本
島
上
陸
を
境
に
激
し
い
地
上
戦

が
展
開
す
る
一
方
、
現
在
の
本
市
内
の
範

囲
に
は
「
石
川
収
容
所
」、「
高
江
洲
収

容
所
」、「
平
安
座
収
容
所
」
等
の
収
容

所
が
設
置
さ
れ
、
人
々
は
そ
の
中
で
の
生

活
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
青
空
教
室
」
と
呼
ば
れ
る
か
た
ち

で
学
校
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
皮
切
り

に
、
軍
農
園
の
開
設
、
石
川
地
区
病
院

の
設
置
な
ど
、
教
育
や
食
糧
問
題
、
医

療
・
衛
生
が
改
善
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

多
く
の
住
民
た
ち
は
相
変
わ
ら
ず
米
軍

配
給
に
頼
る
苦
し
い
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
が
、
各
地
で
芸
能
や
沖
縄

角
力
大
会
、
闘
牛
大
会
と
い
っ
た
娯
楽

を
さ
さ
や
か
な
心
の
糧
と
し
な
が
ら
更

な
る
復
興
を
夢
見
ま
し
た
。

【石川の収容所での演芸会】

【棚原 文子さん（石川伊波）】

【資料展で説明を受ける生徒たち】

平
和
資
料
展

戦
後
復
興
の
地
う
る
ま
市

～
そ
の
時
人
々
は
立
ち
上
が
っ
た
～

　

沖
縄
戦
の
終
結
か
ら
70
年
の
節
目
に

あ
た
り
、
本
市
で
は
こ
の
歴
史
的
事
実

を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
次
世
代
に
正

し
く
継
承
し
て
い
く
た
め
平
和
資
料
展

を
は
じ
め
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

【
開
催
期
間
】
５
月
15
日（
金
）

　
　
　
　
　　
～
６
月
28
日（
日
）

※
休
館
日
：
月
曜
日
、
６
月
24
日

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
入
館
：
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

【
会
場
】
石
川
歴
史
民
俗
資
料
館

【
入
場
料
】
無
料

  
戦
争
を
語
る

　

昭
和
20
年
4
月
１
日
米
軍
が
上
陸
し
た

と
い
う
情
報
を
聞
い
て
中
ヌ
テ
ィ
ラ
を
出

て
石
川
岳
の
カ
ー
ラ
ン
小
へ
行
く
。
カ
ー

ラ
ン
小
に
は
石
川
の
人
が
大
勢
居
た
の
で
、

私
達
が
入
る
場
所
は
な
か
っ
た
。
仕
方
な

く
夜
通
し
あ
て
も
な
く
真
っ
暗
な
山
の
中

を
、
家
族
８
人
手
を
つ
な
い
で
歩
い
て
い

た
ら
、
寝
て
い
た
ア
メ
リ
カ
兵
の
足
を
踏

ん
で
し
ま
い
、
発
砲
さ
れ
足
を
踏
み
外
し

崖
か
ら
転
落
、
落
ち
た
所
は
谷
茶
の
杉

山
の
湿
地
帯
だ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
屋
嘉
方

面
へ
向
か
っ
て
飲
ま
ず
喰
わ
ず
で
歩
い
た
。

お
腹
が
す
い
て
泣
き
出
す
赤
ん
坊
に
写
真

を
し
ゃ
ぶ
ら
せ
な
が
ら
、
屋
嘉
の
山
に
着

い
た
。
屋
嘉
の
山
に
も
避
難
小
屋
を
作
っ

て
住
ん
で
い
る
避
難
民
が
大
勢
い
た
。
山

の
中
で
お
産
を
す
る
人
も
お
り
、
ソ
テ
ツ

の
葉
の
陰
で
産
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
翌
朝

に
は
亡
く
な
っ
て
い
た
。
山
に
い
た
人
た
ち

は
次
々
と
石
川
の
収
容
所
へ
降
り
て
い
っ
た

が
、
私
達
は
３
ヶ
月
も
そ
こ
で
暮
ら
し
た
。

11月
宜
野
座
地
区
へ
強
制
移
動
さ
せ
ら
れ
て
い
た
住
民
が

松
原
に
戻
る
と
、具
志
川
初
等
学
校
が
再
開
さ
れ
る
。

１９４６（昭和２１）年
1月

田
場
に
沖
縄
文
教
学
校
附
属
初
等
学
校
（
現
田
場
小

学
校
）
が
開
校
。

金
武
湾
初
等
学
校
（
現
具
志
川
小
学
校
）
が
校
長
に

当
山
真
志
氏
を
迎
え
て
開
校
し
た
。

2月
石
川
警
察
署
設
置
さ
れ
る
。
定
員
１
０
２
名
。

沖
縄
行
政
機
構
改
革
で
前
原
市
及
び
平
安
座
市
が
解

消
し
、
戦
前
の
具
志
川
村
、
美
里
村
、
勝
連
村
、
与

那
城
村
が
復
活
。

3月
具
志
川
村
役
場
を
高
江
洲
か
ら
金
武
湾
へ
移
転
。
戦

後
初
代
村
長
に
天
願
朝
行
氏
が
任
命
さ
れ
る
。

石
川
高
校
の
南
側
台
地
に
伊
波
初
等
学
校
開
校
。

末
頃
に
は
前
原
地
区
の
収
容
所
が
閉
鎖
さ
れ
る
。

4月
城
前
、
宮
森
の
生
徒
の一
部
を
割
い
て
新
た
に
石
川

ビ
ー
チ
内
に
大
洋
初
等
学
校
を
創
立
す
る
。

字
桃
原
（
現
在
の
前
原
）
に
桃
原
初
等
学
校
が
開
校
。

沖
縄
中
央
政
府
が
東
恩
納
に
創
立
。

沖
縄
中
央
政
府
知
事
に
志
喜
屋
孝
信
氏
が
任
命
さ
れ
た
。

知
事
の
諮
問
機
関
と
し
て
沖
縄
民
政
議
会
が
発
足

し
、
沖
縄
諮
詢
会
は
解
散
。

5月
沖
縄
中
央
銀
行
（
現
琉
球
銀
行
）
設
立
。

12月
沖
縄
中
央
政
府
を
沖
縄
民
政
府
に
改
称
。

１９４７（昭和２２）年

3月
前
原
高
等
学
校
が
高
江
洲
よ
り
与
那
城
村
西
原
の
勝

連
グ
ス
ク
の
麓
に
米
軍
施
設
の
提
供
を
う
け
て
移
転
。

平
敷
屋
区
旧
籍
に
復
帰
。
同
年
５
月
か
ら
南
風
原
、
平
安

名
か
ら
の
移
動
が
始
ま
り
、
同
年
８
月
に
移
動
完
了
す
る
。

8月
桃
原
初
等
学
校
が
前
原
初
等
学
校
を
吸
収
合
併
し
幸

崎
初
等
学
校
と
改
称
。

１９４8
（昭和２3）年

7 月
日
本
本
土
及
び
海
外
か
ら
の
帰
還
者
の
受
け
入
れ
が

始
ま
り
村
の
人
口
が
急
激
に
大
量
増
加
す
る
。

１９４9
（昭和２4）年

6 月
津
堅
島
民
の
帰
島
。

１９52
（昭和２7）年

11 月
宇
堅
の
住
民
の
復
帰
が
許
可
さ
れ
る
。

１９53
（昭和２8）年

天
願
の
住
民
の
復
帰
が
許
可
さ
れ
る
が
、
Ｑ
Ｍ
カ
ン
パ
ン

は
残
さ
れ
、
解
消
に
な
っ
た
の
は
１
９
５
６
年
で
あ
っ
た
。
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う
る
ま
市
合
併
10
周
年
記
念
事
業

「
全
国
闘
牛
サ
ミ
ッ
ト
闘
牛
大
会
」

が
5
月
9
日
、
石
川
多
目
的
ド
ー

ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
闘
牛
文
化

を
有
す
る
全
国
各
地
域
か
ら
の
代
表

牛
が
参
加
し
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
取
り

組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

激
し
く
巨
体
を
ぶ
つ
け
あ
う
牛
の

迫
力
や
、
勢
子（
せ
こ
）と
よ
ば
れ
る

牛
を
操
る
闘
牛
士
た
ち
の
気
合
の
こ

も
っ
た
掛
け
声
に
、
会
場
で
は
闘
牛

フ
ァ
ン
の
歓
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
5
月
8
日
～
10
日
の
3
日

間
、闘
牛
写
真
展
が
石
川
舞
天
館
で

併
せ
て
開
催
さ
れ
、
過
去
の
取
り
組

み
の
写
真
や
動
画
の
ほ
か
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
闘
牛
タ
オ
ル
等
が
展
示
さ
れ
、

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

翌
日
の
5
月
10
日
に
は
、
闘
牛
文

化
を
有
す
る
全
国
６
県
か
ら
、
「
闘

牛
」
を
開
催
し
て
い
る
９
市
町
の
関

係
者
が
一
堂
に
集
い
、
「
第
18
回
全

国
闘
牛
サ
ミ
ッ
ト
協
議
会
」
が
、
う

る
ま
市
石
川
保
険
相
談
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
に
お
い
て
「
闘
牛
文
化

を
次
世
代
へ
継
承
す
る
と
と
も
に
、

闘
牛
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
、
伝

統
資
源
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化

を
積
極
的
に
進
め
る
」な
ど
の
サ
ミ
ッ

ト
宣
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【勝利のガッツポーズ】

【闘牛写真展の様子】

全
国
闘
牛
サ
ミ
ッ
ト
闘
牛
大
会
開
催

闘牛のワザ

正面から渾身の力を込め
て直線的に相手を押すこ
と。 押しだけで勝負が決
まることは希であり、 体
勢を崩した後続く腹取り
での決着が多い。

相手の眉間めがけて角を
打ち込むこと。体重が乗っ
た強烈な技が決まった場
合は、かなりと威力となり、
間をおかずに相手を敗走
させることができる。

角を掛けて相手の首をま
げること。もっともよくで
る技であり、 相手の首が
90 度近くも回転し天井を
向いたままになることもあ
る。

相手の隙を狙い横腹を
一 気に襲う技。 この技
を得意とするのは、 敏捷
で体全体にバネがあり瞬
発力豊かなタイプで花形
牛となることが多い。

相手に体重をかける技。
相手の押し込みや掛けを
避けるため防御目的にや
ることが多い。

押し カケ 腹取りワリ、ツキ 持たせ込み
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旧
暦
の
３
月
３
日
か
ら
３
日
間
行
わ
れ
る
、

平
安
座
島
の
伝
統
行
事
「
サ
ン
グ
ヮ
チ
ャ
ー
」

が
、
４
月
21
日
か
ら
23
日
ま
で
催
さ
れ
ま
し

た
。「
ナ
カ
ヌ
ヒ
ー
（
中
日
）」
の
22
日
に
は
、

魚
を
も
り
で
つ
い
て
豊
漁
や
健
康
祈
願
、
海

の
安
全
を
願
う
儀
式
「
ト
ゥ
ダ
ヌ
イ
ユ
ー
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
儀
式
終
了
後
、
島
の
男
性
陣
が
、
タ
マ
ン

の
み
こ
し
を
担
い
で
、
島
の
東
沖
合
に
あ
る

「
ナ
ン
ザ
岩
」
ま
で
潮
の
引
い
た
海
を
渡
る

「
ナ
ン
ザ
モ
ー
イ
」
が
行
わ
れ
、
島
の
五
穀

豊
穣（
ほ
う
じ
ょ
う
）と
豊
漁
を
祈
り
ま
し
た
。

　
神
人
の
女
性
達
は
、浜
辺
で
「
か
ら
太
鼓
」

を
打
ち
鳴
ら
し
、
歌
い
踊
り
な
が
ら
「
ナ
ン

ザ
帰
り
」
を
待
つ
な
ど
、
島
全
体
が
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
祈
念
し
た
「
こ
い
の
ぼ
り
掲

揚
式
」が
、
４
月
24
日
、
市
役
所
本
庁

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
安
慶
名
保
育
園
、
豊
原
保
育
園
の
園

児
ら
約
50
名
余
り
参
加
し
、「
こ
い
の

ぼ
り
の
歌
」
を
合
唱
し
た
後
、
力
を
合

わ
せ
て
こ
い
の
ぼ
り
を
掲
げ
、
空
高
く

泳
ぐ
こ
い
の
姿
に
、
明
る
い
歓
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
掲
揚
の
後
に
は
、
園
児
た
ち

の
か
わ
い
ら
し
い
ダ
ン
ス
も
披
露
さ
れ
、

元
気
い
っ
ぱ
い
に
踊
る
子
ど
も
た
ち
に
、

島
袋
市
長
を
始
め
関
係
者
ら
も
笑
顔
で

あ
ふ
れ
か
え
り
ま
し
た
。

豊
漁
祈
願

平
安
座
サ
ン
グ
ヮ
チ
ャ
ー

こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式

4
22

4
24

まちの話題
まちのイベントや地域の話題をお届けします。
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まちの話題
　
公
共
の
利
益
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
永
年
に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
、
多
大
な
功
績

を
残
さ
れ
た
方
々
に
贈
ら
れ
る
叙
勲
や
、
警
察
官
ら
危
険
性
の
高
い
仕
事
に
従
事
し
た

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。（
順
不
同
）

旭日単光章瑞宝単光章

瑞宝単光章瑞宝単光章瑞宝単光章瑞宝双光章瑞宝双光章

瑞宝単光章瑞宝双光章瑞宝双光章

字喜屋武
地方自治功労

元うるま市代表監査委員

榮え
の
か
わ
野
川 
盛せ
い
た
つ達
氏（
77
）

字喜屋武
警察功労
元県警部補

伊い
れ
い
じ
ょ
う

禮
門 

秀ひ
で
き機
氏（
70
）

字宇堅
防衛業務功労
元防衛技官

安あ

げ

な
慶
名 

光み
つ
お雄
氏（
61
）

石川曙
防衛功労　
元准空尉

花は
な
し
ろ城 

安や
す
の
ぶ信
氏（
66
）

字江州
調停委員功労
調停委員

平へ
ん
ざ
ん
安
山 

香か

よ

こ
代
子
氏（
70
）

字宮里
警察功労　
元県警視

平へ
し
き識 
元は
じ
め
氏（
70
）

字高江洲
教育功労

元公立中学校長

伊い
け
い計 

光み
つ
よ
し義
氏（
82
）

石川伊波
防衛功労　
元２等空尉

大お
お
し
げ重 

好よ
し
ふ
み文
氏（
61
）

与那城屋慶名
警察功労　
元県警部

伊い
け
い計 

康や
す
お雄

氏（
70
）

字兼箇段
防衛功労
元１等海尉

早は
や
さ
き﨑 

盛も
り
と
も朋
氏（
61
）

　

景
観
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
今
年
8
月
開

催
予
定
の
景
観
賞
の
活
性
化
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
「
第

３
回
う
る
ま
市
景
観
賞
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
表
彰
式
が
、
５
月
８
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た

　

最
優
秀
賞
作
品
に
選
定
さ
れ
た
武た
け
し
ま島
美み

き希
さ
ん
（
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
２
年
生
）
は
、

「
作
品
が
評
価
さ
れ
て
大
変
嬉
し
い
。
今
後
も
募
集
が
あ

れ
ば
挑
戦
し
て
い
き
た
い
」。
と
話
し
ま
し
た
。

○
最
優
秀
賞　
　
武た
け
し
ま島 

美み

き希
さ
ん

○
優
秀
賞　
　
知ち
ば
な花 

友ゆ

り

あ
理
阿
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
仲な
か
そ
ね
宗
根 

彩あ
や
の乃
さ
ん

　
５
月
１
日
か
ら
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
る
「
赤
十
字
社

員
増
強
運
動
」
に
合
わ
せ
て
、
う
る
ま
市
で
も
赤
十
字

奉
仕
団
を
は
じ
め
、
関
係
者
が
参
加
し
、「
う
る
ま
市
地

区
・
赤
十
字
社
資
募
集
出
発
式
」
が
本
庁
玄
関
前
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
、
市
内
事
業
所
な
ど
を
訪
問
し
、
募
金
の

協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

赤
十
字
に
集
め
ら
れ
た
社
資
は
国
内
外
を
問
わ
ず
救

護
や
医
療
、
福
祉
向
上
な
ど
様
々
な
活
動
に
活
か
さ
れ
て

い
ま
す
。

景
観
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

赤
十
字
奉
仕
団

社
資
募
集
出
発
式

5857

【前列左から仲宗根さん、武島さん、知花さん】
※ 3 名ともインターナショナルデザインアカデミーの学生

＝春の叙勲＝＝危険業務従事者叙勲＝

＝危険業務従事者叙勲＝
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お知らせします。２つの給付金
平成２７年度

○消費税率の引上げによる影響を緩和するため、平成 27 年度も暫定的・臨時的な
措置として、引き続き対象となる方へ「臨時福祉給付金｣ 及び ｢子育て世帯臨時特
例給付金｣ が支給されます。

◎‌�臨時福祉給付金については、平成２７年８月頃申請受
付を予定しています。具体的な詳細については7月
号広報誌やホームページでお知らせします。
◎‌�子育て世帯臨時特例給付金については、平成２７年度
児童手当現況届と同時に受付を開始しますので、６月
中旬に、対象者の方に、児童手当現況届及び子育て
世帯臨時特例給付金のご案内を送付いたします。支
給対象者は、平成２７年６月分の児童手当を受給され
る方が対象です。
※‌�ただし、特例給付（児童手当の所得制限額以上の方
に、児童１人当たり月額５千円を支給しているもの）
を受給される方は、対象となりません。
※‌�児童手当の認定請求を失念する等して、平成２７年６
月分の児童手当の対象となる児童分の支給が受けら
れない方についても、支給対象になり得るので、平
成２７年５月３１日時点で住民票がある市町村に申請を
行います。
※‌�公務員の方に対しては、子育て世帯臨時特例給付金
についての個別の案内はありませんので、ホームペー
ジ等での確認をよろしくお願いします。

所得の低い方の負担を
緩和します。
１人につき６千円

平成 27年 7月1日（水）～平成 28年 1月29日（金）

（※）‌�平成２７年度は、２つの給付金のどちらの要件にも
該当する方については、２つの給付金を両方受け
取ることができます。

注意！！ ※下水道接続工事は、指定工事店でなければできません。
うるま市指定工事店の連絡先一覧は、下水道課ホームページもしくは下水道課窓口まで
連絡先　うるま市役所　下水道課　☎９７３－７９７７
　電話受付時間　午前８時３０分～午後５時１５分
ホームページは…《うるま市役所→各課の案内→下水道課→「排水設備指定工事店一覧」》をご覧ください。

【補助対象者】
①下水道へ接続できる区域内、建物の所有者又は居住者、若しくは土地の所有者
②国、県又は市の同様な制度による補助を受けていない者
③市税を滞納していないこと

◯下水道接続工事費の負担軽減を目的とし、補助金を交付します。

【申請に関するお問い合わせ】
うるま市役所
「臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金」
コールセンター　
☎ 979－2860(６月中旬より）

【制度に関するお問い合わせ】厚生労働省　　
２つの給付金に関する専用ダイヤル　　
☎ 0570－037－192

子育て世帯の負担を
緩和します。
子ども１人につき３千円

臨 時 福 祉
給 付 金

子育て世帯
臨時特例給付金

下水道接続工事の補助金制度が始まります！

合併処理浄化槽から下水道へ切替え工事を
行う場合

単独処理浄化槽または汲み取り式便所から
下水道へ切替え工事を行う場合

→工事費最大で５万円 →工事費最大で10万円
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農業委員の担当地区は
次のようになりました。

［　 ］は担当地区となっています。

平成27年
4月28日

農業委員担当地区
決まる！第15期

山
ヤマ

城
シロ

 幸
サチ

雄
オ

山城

☎965－1286

兼
カネ

城
シロ

 賢
ケン

一
イチ

照間

☎978－5318

恩
オン

納
ナ

 清
セイ

徳
トク

平敷屋、饒辺

☎978－3933

新
シン

屋
ヤ

 功
イサオ

津堅

☎978－6237

伊
イ

波
ハ

 善
ヨシ

和
カズ

伊波、嘉手苅

☎965－3236

長
ナガ

堂
ドウ

 政
セイ

規
キ

屋慶名

☎978－4201

幸
コウ

地
チ

 良
ヨシ

春
ハル

天願、昆布
栄野比、川崎

☎972－3927

外
ホカ

當
トウ

 昌
マサ

勝
カツ

平安名、内間

☎978－5586

兼
カネ

城
シロ

 はるみ
与那城

（与）西原
☎978－3538

山
ヤマ

城
シロ

 正
マサ

夫
オ

（石）前原

☎965－0148

山
ヤマ

城
シロ

 勲
イサオ

赤野、宇堅
みどり町

☎973－7512

金
キン

城
ジョウ

 行
コウ

榮
エイ

大田、上江洲

☎974－7780

上
ウエ

田
ダ

 清
キヨシ

伊計、宮城
桃原

☎977－7616

和
ワ

宇
ウ

慶
ケ

 宏
ヒロシ

米原、上平良川
安慶名、平良川

☎974－1846

東
トウ

泊
ハク

 正
セイ

輝
キ

池味、上原
平安座

☎977－7036

登
ノボリ

川
カワ

 健
タケシ

美原、東恩納

☎965－2318

伊
イ

波
ハ

 薫
カオル

南栄、曙、中央

☎070-5487-9203

石
イシ

川
カワ

 政
マサ

範
ノリ

宮前、松島
城北

☎965－0018

知
チ

名
ナ

 義
ヨシ

明
アキ

川田、塩屋

☎973－0629

島
シマ

袋
ブクロ

 昌
マサ

廣
ヒロ

（具）前原、高江洲
宮里・江洲

☎974－6255

金
キン

城
ジョウ

 和
カズ

子
コ

具志川、田場

☎973－8307

比
ヒ

嘉
ガ

 正
マサ

徳
ノリ

（具）西原、兼箇段、赤道
志林川、新赤道

☎090-3075-4658

山
ヤマ

口
グチ

 栄
エイ

勝
カツ

豊原、喜仲

☎090-8916-8271

濱
ハマ

川
カワ

 清
セイ

康
コウ

南風原
浜、比嘉

☎090-4172-7137

山
ヤマ

城
シロ

 長
チョウ

徳
トク

港、旭、東山

☎090-8294-8092

山
ヤマ

城
シロ

 長
チョウ

順
ジュン

楚南

☎965－3679

問い合わせ先　農業委員会事務局　☎965－5608
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◇自己情報開示等実施機関別処理状況 （単位：件）

実施機関 請求件数
決定内容

不服申立て開示 一部開示 不開示 個人情報不存在
による請求拒否 取下げ

市
　
長

企　画　部 0 0 0 0 0 0 0
総　務　部 93(93) 93(93) 0 0 0 0 0
福　祉　部 1 1 0 0 0 0 0
市　民　部 4 4 0 0 0 0 0
会　計　課 0 0 0 0 0 0 0
経　済　部 0 0 0 0 0 0 0
都市計画部 2 2 0 0 0 0 0
建　設　部 1 0 0 0 1 0 0
水　道　部 0 0 0 0 0 0 0
小　　計 101 100 0 0 1 0 0

教　育　委　員　会 1 1 0 0 0 0 0
消　　　防　　　長 0 0 0 0 0 0 0
議　　　　　　　会 0 0 0 0 0 0 0
選 挙 管 理 委 員 会 0 0 0 0 0 0 0
監　  査　  委　  員 0 0 0 0 0 0 0
農　業　委　員　会 0 0 0 0 0 0 0

小　　計 1 1 0 0 0 0 0
合　　計 102 101 0 0 1 0 0

※（　　）は、請求及び決定件数のうち、個人情報保護条例第２０条（開示の特例分）口頭による開示実施件数です。

 平成２６年度

うるま市情報公開制度及び個人情報保護制度の運用状況
うるま市の情報公開制度と個人情報保護制度の運用状況（平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日）を公表いたします。
☆情報公開制度とは
　うるま市が保有している情報を見たいときに、誰でも、いつでも、公開の請求をすることができる権利を保障するもので、市も積極
的に情報の公開に努めています。
☆個人情報保護制度とは
　うるま市が保有している個人情報を適正に取り扱うためのルールを定め、自分に関する情報を見ることができ、また訂正などを請求
する「自己情報をコントロールする権利」を保障するものです。

◇公文書公開実施機関別処理状況 （単位：件）

実施機関 請求件数
決定内容

不服申立て公開 一部公開 非公開 公文書不存在に
よる請求拒否 取下げ

市
　
長

企　画　部 1 0 0 0 0 1 0
総　務　部 3 2 0 1 0 0 0
福　祉　部 2 1 0 0 1 0 0
市　民　部 6 3 2 0 0 1 0
会　計　課 0 0 0 0 0 0 0
経　済　部 4 2 1 0 1 0 0
都市計画部 40 15 7 2 16 0 1
建　設　部 6 3 0 1 2 0 0
水　道　部 4 2 0 0 2 0 0
小　　計 66 28 10 4 22 2 1

教　育　委　員　会 31 22 2 1 6 0 0
消　　　防　　　長 1 0 1 0 0 0 0
議　　　　　　　会 0 0 0 0 0 0 0
選 挙 管 理 委 員 会 1 1 0 0 0 0 0
監　  査　  委　  員 0 0 0 0 0 0 0
農　業　委　員　会 1 0 1 0 0 0 0

小　　計 34 23 4 1 6 0 0
合　　計 100 51 14 5 28 2 1

　　　　　　　☆　情報の公開等の請求は、うるま市役所本庁３階　総務課窓口へお越しください。
　　　　　　　☆　お問い合わせ　☎ 098-973-0606（総務課総務係） 　ＦＡＸ 098-973-9819
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石
川
地
区
公
民
館

勝
連
地
区
公
民
館

与
那
城
地
区
公
民
館

☎
９
６
４―

３
４
３
３

☎
９
７
８―

７
１
９
４

☎
９
７
８―

６
８
３
６

みほそダンススポーツ
ラベンダー
フラメンコサークル　ロサ・ロッサ
沖縄琴正会　石川月・月サークル
手芸サークル
ハッピーパソコンサークル
ラビエン・ローズ　ベリーダンスサークル
石川カジマヤーの会
琉球舞踊サークル　みほその会
ハワイアンフラダンス　ピカケ
沖縄琴正会　すみれ会
文化箏サークル　さくらの会
ファヨイル　ドンアリ
石川高齢者民踊愛好会
おきなわ結舞踊　サンダンカ
石川民踊愛好会
石川民謡三味線サークル
島唄弾遊会
かな書道サークル「千草」
石川ＦＤＣ
二胡にこサークル石川教室
カサブランカ水彩画サークル
沖縄語サークル
パソコンサークル　ゆいまーる
導引養生功サークル
うるま市華いちもんめ

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

社交ダンス
アロマクラフト
フラメンコ
大正琴
手芸
パソコン
ベリーダンス
琉球舞踊
琉球舞踊
フラダンス
大正琴
文化箏
韓国語
民踊
結舞踊
民踊
三味線
三味線
書道

フォークダンス
二胡
水彩画
沖縄語
パソコン
導引養生功
民踊

月
月

月
月
月
月
火
火
火
火
火
火
火
水
水
水
水
水
水

水
水
水
水

水
水
水

（第2）

（第1・2・3）

（第1・3）

（第2・4）

（第2・4）

20:00
19:30
19:00
10:00
13:00
10:00
10:00
14:00
19:00
19:00
10:00
16:00
19:30
9:30
14:00
20:00
19:30
19:00
10:00
19:30
19:00
14:00
19:00
19:30
19:00
20:00

石川地区公民館
番号 サークル名 種別 曜日 活動開始

時間
活動開始
時間

○うるま市立公民館では、いろいろなサークルの皆様が活動しています。
　今月号では、石川地区公民館のサークルをご紹介します。（与那城・勝連地区公民館は５月号に掲載）
○入会等については、サークル活動日にご来館の上、直接お尋ねください。

高齢者書道サークル
うるま吟友会
韓国語サークル（中級）
スヌーピー
石川太極拳同好会
木彫りサークル　うぇーぶ
コミュニケーション英会話サークル
石川みほそ太鼓
ラー　マヒナ　フラサークル
シナブロ会
うーまく会
島つばき
自彊術サークル
文化箏サークル「仲良会」
オカリナサークル・石川
うるま市民踊団体連絡協議会
紅型サークル
表千家　遊心会
茶道に親しむサークル
茶道に親しむ土曜会
島つばき土曜会
タイフーン・トワラーズ
石川ひまわりキッズシアター
組踊地謡研修サークル
スマイルサークル

※各地区公民館にて一覧表を配布しております。
　詳細は各地区公民館までお問い合わせください。

27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51

書道
詩吟
韓国語
タティングレース
太極拳
木彫り
英会話
太鼓

フラダンス
韓国語
子育て
三線
自彊術
文化箏
オカリナ
民踊
紅型
茶道
茶道
茶道
三線

スクエアダンス
演劇

三線・琴・太鼓
セミナー

木

木
木
木
木
木
木

金
金
金
金

金
金
金

金
土
土
土
土
土

土
土
土
日
日

（第2･4）

（第1）

（第1･3）

（第2）

（第1･2･4）

（第4）

（第1･3･5）

（第1･3･4）

（第2･4･5）

（第2･4･5）

（第3･4）

（第3）

9:00
14:00
19:30
14:00
19:30
14:00
19:00
17:00
20:30
19:30
12:00
20:00
10:00
18:30
19:30
10:00
10:00
10:00
13:00
15:00
20:00
19:00
18:00
15:00
14:00

番号 サークル名 種別 曜日

※受講料は無料ですが、講座によっては
教材費を徴収する場合があります。
お申込時にご確認ください。

※各講座とも、定員を超えた場合は抽選となります。
※日程、内容など変更する場合もございます。
　ご了承ください。

【日 時】7月3日（金）、7月10日（金）
　　　 （全2回）
　　　 午後2時～午後4時

【場 所】石川地区公民館
【講 師】平川 あい子氏
【受付期間】6月15日（月）～6月19日（金） 　【定員】15名

お問い合わせ・申込先／石川地区公民館 ☎964-3433

ビーズアクセサリー

【日 時】7月19日（日）　午前10時～午後5時 
　　　 （全1回）

【場 所】勝連地区公民館
【講 師】小池 みさお氏
【受付期間】6月29日（月）～7月3日（金） 
【定員】小学4年生～中学生　20名　※保護者同伴可

お問い合わせ・申込先／勝連地区公民館 ☎ 978-7194

モデルロケットを飛ばそう！火薬を
使って
火薬を
使って

お問い合わせ・申込先／与那城地区公民館 ☎ 978-6836

こ いけ

ひらかわ こしまぶく

【日 時】6月24日（水）～7月22日（水）
　　　 毎週水曜日（全5回）　午前10時～正午

【場 所】与那城地区公民館
【講 師】島袋 美樹氏
【受付期間】6月8日（月）～6月19日（金）　【定員】40名

み　き

美姿勢 ～美しい姿勢を学び
　　　　　　足腰を強くしちゃおう♪～

中央図書館 ☎974-1112
石川図書館 ☎964-5166
勝連図書館 ☎978-4321

☆うるま市立図書館ホームページ http://www.library.city.uruma.lg.jp/

☆借りた資料は、中央館・石川館・勝連館、どの図書館でも返却できます。
☆図書館にない本は、リクエストすることができます。

中央館 「男女共同参画」って何だろう？
お父さん、だいすき！！（児童）

石川館

勝連館

海から（一般）
せんそうとへいわ（児童）
平和について考えよう

☆館内利用者用コンピュータ端末及びホームページからご覧になれます。

行事案内（６月中旬～7月初旬）

中
央
館

石
川
館

勝
連
館

７月１１日（土）
午後３時～

６月１８日（木）
午前１１時～

６月２７日（土）
午前１０時３０分～

６月２０日（土）
午前１０時３０分～

毎週金曜日
午前１０時３０分～

７月１１日（土）
午前１０時３０分～

日　時

おはなし会

あかちゃんのための
おはなし会

慰霊の日特別行事
「絵本から絆を伝える」

おはなしワールド

おはなし会

おはなしパラダイス

行　事
おはなし隊ケラケラ
図書館スタッフ

すだち

すだち

ブックポケット

ラビット

すだち

サークル名等

図書館では、毎月テーマ別に特集を組んでたくさんの資料を
展示・紹介しています（おすすめ資料）。

多くの健康効果をもたらす油と注目されている
「ココナッツオイル」。今回は、ココナッツオイル
の活用法が書かれた本を紹介します。

図書館では、本や雑誌を貸出するサービスのほか
に、利用者が求める本や資料を探すレファレンス
サービスを行っています。その事例を紹介します。

 平安座ハッタラーについての資料はありますか？
 昔、ハッタラーという力自慢の男が平安座島にいたという言
い伝えがあることがわかりました。また、ハッタラーの妹も力持ち
だったと言う説があることもわかりました。ハッタラーにまつわるお
もしろいエピソードを扱った民話や人物像が記載された資料を案内
しました。『与那城村史』（新屋敷幸繁編/与那城村役場）『うるま市市
勢要覧　2010』（うるま市）『よなぐすくの民話』（遠藤庄治監修／与
那城村教育委員会）に記載がありました。

　ココナッツオイルの中でも、効果が優れているとされ
る「ヴァージンココナッツオイル」。第一人者と呼ばれる
研究者を取材し、その効果などについて解説。図解で
わかるオイルの健康効果Ｑ＆Ａも収録されています。　

ブックイズの答え：③ドーナツ

・毎週月曜日 ・６月２３日（火） 慰霊の日
・６月２５日（木） 館内整理日

図書館休館日

今回は、絵本のクイズを出すよ。
３つの中から答えを選んでね。
答えを探しに図書館にきてね！

『バムとケロのにちようび』（島田ゆか作・絵／文渓堂）
で、バムとケロが作ったおやつは？

①クッキー　②ケーキ　③ドーナツ

しま  だ ぶん けい どう

問題

『へいわってすてきだね』
安里 有生 詩　長谷川 義史 画

ブロンズ新社（所蔵館：中央・石川・勝連）

      あ   さと　  ゆう   き　 　　　  　 は  せ  が  わ 　よし  ふみ  　 　 

（一般書）  所蔵館  中央

『生命を育むココナッツオイル！』
川村 賢司 監修／健康ジャーナル社
かわむら けん じ

　１日分のココナッツオイルが無理なく取れる食事を
大公開。さらに、肌力を高めるスキンケア、シェイップ
アップや疲労回復、冷え取りに役立つボディケアが紹
介されています。 （一般書）  所蔵館  中央

『ココナッツオイル使いこなし事典』
対馬 ルリ子・柴田 真希 監修／世界文化社
つ し ま　  　　　　　 しば た  　ま   き

　食事から全身のケアまでココナッツオイルを使った
著者のヘルシーライフを紹介し、50の料理レシピとと
もに、ココナッツオイルを毎日の生活に取り入れるため
の方法が提案されています。（一般書）  所蔵館  石川

『ココナッツオイル生活を
  はじめよう』 荻野 みどり 著／講談社

おぎ の

しん  や  しき こう はん

えんどう しょう じ

「へいわって　なにかな。ぼくは、かんがえたよ。」
この絵本は、沖縄県在住の安里君が2013年6月
23日に沖縄平和祈念公園での「沖縄全戦没者追
悼式」で朗読した詩を絵本にしたものです。安里
君の平和への願いが伝わってくる一冊となって
います。

質問
回答
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中央図書館 ☎974-1112
石川図書館 ☎964-5166
勝連図書館 ☎978-4321

☆うるま市立図書館ホームページ http://www.library.city.uruma.lg.jp/

☆借りた資料は、中央館・石川館・勝連館、どの図書館でも返却できます。
☆図書館にない本は、リクエストすることができます。

中央館 「男女共同参画」って何だろう？
お父さん、だいすき！！（児童）

石川館

勝連館

海から（一般）
せんそうとへいわ（児童）
平和について考えよう

☆館内利用者用コンピュータ端末及びホームページからご覧になれます。

行事案内（６月中旬～7月初旬）

中
央
館

石
川
館

勝
連
館

７月１１日（土）
午後３時～

６月１８日（木）
午前１１時～

６月２７日（土）
午前１０時３０分～

６月２０日（土）
午前１０時３０分～

毎週金曜日
午前１０時３０分～

７月１１日（土）
午前１０時３０分～

日　時

おはなし会

あかちゃんのための
おはなし会

慰霊の日特別行事
「絵本から絆を伝える」

おはなしワールド

おはなし会

おはなしパラダイス

行　事
おはなし隊ケラケラ
図書館スタッフ

すだち

すだち

ブックポケット

ラビット

すだち

サークル名等

図書館では、毎月テーマ別に特集を組んでたくさんの資料を
展示・紹介しています（おすすめ資料）。

多くの健康効果をもたらす油と注目されている
「ココナッツオイル」。今回は、ココナッツオイル
の活用法が書かれた本を紹介します。

図書館では、本や雑誌を貸出するサービスのほか
に、利用者が求める本や資料を探すレファレンス
サービスを行っています。その事例を紹介します。

 平安座ハッタラーについての資料はありますか？
 昔、ハッタラーという力自慢の男が平安座島にいたという言
い伝えがあることがわかりました。また、ハッタラーの妹も力持ち
だったと言う説があることもわかりました。ハッタラーにまつわるお
もしろいエピソードを扱った民話や人物像が記載された資料を案内
しました。『与那城村史』（新屋敷幸繁編/与那城村役場）『うるま市市
勢要覧　2010』（うるま市）『よなぐすくの民話』（遠藤庄治監修／与
那城村教育委員会）に記載がありました。

　ココナッツオイルの中でも、効果が優れているとされ
る「ヴァージンココナッツオイル」。第一人者と呼ばれる
研究者を取材し、その効果などについて解説。図解で
わかるオイルの健康効果Ｑ＆Ａも収録されています。　

ブックイズの答え：③ドーナツ

・毎週月曜日 ・６月２３日（火） 慰霊の日
・６月２５日（木） 館内整理日

図書館休館日

今回は、絵本のクイズを出すよ。
３つの中から答えを選んでね。
答えを探しに図書館にきてね！

『バムとケロのにちようび』（島田ゆか作・絵／文渓堂）
で、バムとケロが作ったおやつは？

①クッキー　②ケーキ　③ドーナツ

しま  だ ぶん けい どう

問題

『へいわってすてきだね』
安里 有生 詩　長谷川 義史 画

ブロンズ新社（所蔵館：中央・石川・勝連）

      あ   さと　  ゆう   き　 　　　  　 は  せ  が  わ 　よし  ふみ  　 　 

（一般書）  所蔵館  中央

『生命を育むココナッツオイル！』
川村 賢司 監修／健康ジャーナル社
かわむら けん じ

　１日分のココナッツオイルが無理なく取れる食事を
大公開。さらに、肌力を高めるスキンケア、シェイップ
アップや疲労回復、冷え取りに役立つボディケアが紹
介されています。 （一般書）  所蔵館  中央

『ココナッツオイル使いこなし事典』
対馬 ルリ子・柴田 真希 監修／世界文化社
つ し ま　  　　　　　 しば た  　ま   き

　食事から全身のケアまでココナッツオイルを使った
著者のヘルシーライフを紹介し、50の料理レシピとと
もに、ココナッツオイルを毎日の生活に取り入れるため
の方法が提案されています。（一般書）  所蔵館  石川

『ココナッツオイル生活を
  はじめよう』 荻野 みどり 著／講談社

おぎ の

しん  や  しき こう はん

えんどう しょう じ

「へいわって　なにかな。ぼくは、かんがえたよ。」
この絵本は、沖縄県在住の安里君が2013年6月
23日に沖縄平和祈念公園での「沖縄全戦没者追
悼式」で朗読した詩を絵本にしたものです。安里
君の平和への願いが伝わってくる一冊となって
います。

質問
回答
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年
金
だ
よ
り

市
民
課
国
民
年
金
係　
☎
９
７
３
ー
５
４
９
８

平
成
27
年
度 
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

～
７
月
１
日
受
付
開
始
！
～

保
険
料
納
付
免
除
制
度
等

所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
に
は
、
ご
本

人
の
申
請
手
続
き
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の
納

付
が
「
全
額
免
除
」
ま
た
は
「
一
部
免
除
（
一

部
納
付
）」
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
30
才
未
満
の
方
に
は
本
人
と
配
偶

者
の
所
得
審
査
で
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

全
額
免
除
制
度

保
険
料
の
全
額
（
１
５
，５
９
０
円
）
が
免
除

全
額
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
保
険
料
を
全

額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、
下
記
表
に
示
す

よ
う
に
年
金
額
が
１
／
２
と
し
て
計
算
さ
れ

ま
す
。（
保
険
料
額
は
平
成
27
年
度
の
額
）

★
全
額
免
除
と
な
る
所
得
の「
め
や
す
」

は
、
前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計

算
し
た
金
額
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
。

●�

全
額
免
除
→
（
扶
養
親
族
等
の
数
＋
１)

×
35
万
円
＋
22
万
円

※�

申
請
者
ご
本
人
の
ほ
か
、
配
偶
者
お
よ
び

世
帯
主
の
方
も
所
得
基
準
の
範
囲
内
で
あ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※�

平
成　
27
年
７
月
～
平
成　
28
年
６
月
分
の
申

請
に
つ
い
て
は
、
前
年
（
平
成　
26
年
）
の

所
得
で
審
査
を
行
い
ま
す
。

※�

こ
れ
ま
で
、保
険
料
の
全
額
が
免
除
さ
れ
た

期
間
の
年
金
額
は
、
保
険
料
の
全
額
を
納

付
し
た
場
合
と
比
較
し
て
３
分
の
１
と
し

て
計
算
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成　
21
年

４
月
分
か
ら
は
２
分
の
１
と
し
て
計
算
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
部
免
除
（
一
部
納
付
）
制
度

保
険
料
の
一
部
を
免
除
、
残
り
の
保
険
料
は
納
付

一
部
免
除
は
３
種
類
で
す
。
一
部
免
除
を

し
た
場
合
、
追
納
（
一
部
免
除
さ
れ
た
保
険

料
を
10
年
以
内
に
納
付
す
る
こ
と
。）
を
し

な
け
れ
ば
、
下
記
表
に
示
す
よ
う
に
将
来
の

年
金
額
は
少
な
く
な
り
ま
す
。

★
一
部
免
除
と
な
る
所
得
の「
め
や
す
」

は
、
前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計

算
し
た
金
額
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
。

●�

4
分
の
3
免
除
→
78
万
円
＋
扶
養
親
族
等

控
除
額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等

●�

半
額
免
除
→
1
1
8
万
円
＋
扶
養
親
族

等
控
除
額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等

●�

4
分
の
1
免
除
→
1
5
8
万
円
＋
扶
養

親
族
等
控
除
額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等

※�

申
請
者
ご
本
人
の
ほ
か
、
配
偶
者
お
よ
び

世
帯
主
の
方
も
所
得
基
準
の
範
囲
内
で
あ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※�

平
成　
27
年
７
月
～
平
成　
28
年
６
月
分
の
申

請
に
つ
い
て
は
、
前
年
（
平
成　
26
年
）
の

所
得
で
審
査
を
行
い
ま
す
。

（
注
）
一
部
納
付
制
度
は
、
納
付
す
べ
き
一

部
の
保
険
料
を
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、
そ
の

期
間
の
一
部
免
除
が
無
効
（
未
納
と
同
じ
）

と
な
る
た
め
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
額

に
反
映
さ
れ
ず
、ま
た
、障
害
や
死
亡
と
い
っ

た
不
測
の
事
態
が
生
じ
た
場
合
に
、
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。　

【
免
除
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

・�

年
金
手
帳

・�
印
か
ん
（
本
人
が
自
署
す
る
場
合
は
不
要
）

・‌�
世
帯
外
の
人
が
代
理
で
申
請
す
る
場
合
は

委
任
状

・‌�

失
業
な
ど
を
理
由
と
す
る
と
き
は
、
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
（
コ
ピ
ー
可
）
等

・‌�

他
の
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
は
、
前

年
の
所
得
証
明
書
（
審
査
に
必
要
な
す
べ

て
の
方
の
分
）

平成２６年４月より、申請時点の２年
１カ月前の月分まで免除を申請でき
るようになりました。過去２年間に
国民年金保険料の未納期間がある方
は、市国民年金係又はコザ年金事務
所へお問い合わせください

市民課国民年金係
　　　☎ 973-5498
コザ年金事務所
　　　☎ 933-2267

夜
間
年
金
窓
口
の
ご
案
内（
本
庁
舎
で
実
施
し
ま
す
）

7
月
は
、
月
～
金
曜
日(

水
曜
日
を
除

く)

午
後
7
時
ま
で
、
免
除
申
請
受
付

を
延
長
し
て
行
い
ま
す
。
お
仕
事
等
で

日
中
時
間
の
と
れ
な
い
方
、
免
除
希
望

の
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

免除制度 保険料
納付額 年金額

全額免除 0円 将来の年金額は 1/2
(21年 3月までは1/3)

4分の3免除　
（4分の1納付） 3,900 円

将来の年金額は 5/8
(21年 3月までは3/6)

半額免除
（2分の1納付） 7,800 円 将来の年金額は 6/8

(21年 3月までは4/6)

4分の1免除　
（4分の3納付）11,690 円

将来の年金額は 7/8
(21年 3月までは5/6)
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＊カミカミにいいメニューはこれ！！

　
も
っ
と
歯
を
大
切
に
し

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
・・・

そ
う
感
じ
て
い
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
む
し
歯
や

歯
周
病
に
よ
り
3
度
の
食

事
や
お
や
つ
等
制
限
が
あ

る
と
つ
ら
い
も
の
で
す
。

　
実
際
に
う
る
ま
市
民
が

む
し
歯
や
歯
周
病
な
ど
に

か
か
っ
た
件
数・経
費
は
増

え
て
お
り
、歯
周
病
が
糖
尿
病
を
悪
化
さ
せ
る

こ
と
や
心
疾
患
を
誘
発
す
る
な
ど
生
活
習
慣

病
と
も
深
い
繋
が
り
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
今
月
は
〝
家
庭
で
で
き
る
歯
に

良
い
生
活
習
慣
〞
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る

　
一
日
中
あ
め
を
な
め
た
り
、間
食
が
多
か
っ

た
り
す
る
と
お
口
の
中
が
酸
性
に
傾
い
て
常

に
歯
が
溶
か
さ
れ
た
状
態
に
な
る
た
め
食
事

は
決
ま
っ
た
時
間
に
食
べ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
た

め
に
は
自
律
神
経
が
し
っ
か
り
機
能
す
る
こ

と
も
大
切
で
す
。
太
陽
の
光
を
浴
び
、
日
中

活
発
に
活
動
し
、
夜
は
し
っ
か
り
寝
る
こ
と

で
自
律
神
経
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
噛
み
応
え
の
あ
る
食
事

　
食
べ
物
を
噛
む
と
き
に
出
る
唾
液
は
口
の

中
を
洗
浄
し
、
溶
か
さ
れ
た
歯
の
成
分
を
再

び
作
っ
て
く
れ
ま
す
（
再
石
灰
化
）。
健
康

な
歯
を
維
持
す
る
た
め
に
噛
み
応
え
の
あ
る

い
ろ
い
ろ
な
食
材
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

噛
み
応
え
の
あ
る
食
材
＝
か
た
い
食
材
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
パ
リ
ッ
」「
バ
リ
ッ
」

と
い
う
噛
み
応
え
の
あ
る
食
材
は
歯
が
生
え

揃
っ
て
い
な
い
幼
児・高
齢
者
は
苦
手
で
す
。

そ
の
際
に
は
、
し
っ
と
り
と
し
た
食
感
か
つ

噛
み
応
え
の
あ
る
根
菜
類
が
お
す
す
め
で

す
。噛
み
に
く
い
食
材
は
汁
気
を
多
く
す
る
・

と
ろ
み
を
つ
け
る
・
卵
で
と
じ
る
・
溶
け
る

チ
ー
ズ
を
絡
ま
せ
る
な
ど
外
側
を
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
す
る
と
食
べ
や
す
い
で
し
ょ
う
。ま
た
、

大
人
が
食
べ
物
を
よ
く
噛
ん
で
い
る
姿
を
見

せ
る
こ
と
で
お
子
さ
ん
も
自
然
に
噛
む
こ
と

を
覚
え
て
い
き
ま
す
。

③
食
べ
た
ら
磨
く

　
む
し
歯
菌
は
歯
に
つ
い
た
食
物
の
残
り

（
歯
垢
）を
摂
取
・
分
解
し
て
酸
を
出
し
歯
の

表
面
を
溶
か
し
ま
す
。
歯
と
歯
の
間
に
磨
き

残
し
が
な
い
よ
う
に
磨
き
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

寝
て
い
る
間
は
唾
液
の
分
泌
が
減
り
、
む
し

歯
が
で
き
る
可
能
性
が
高
く
な
る
の
で
就
寝

前
は
特
に
丁
寧
に
磨
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
６
月
は
食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
調
理

講
習
会
、
お
や
こ
料
理
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

す
。（
ｐ
16
）
ど
ち
ら
の
メ
ニ
ュ
ー
も
噛
み

応
え
の
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

一口メモ
保健師活動

健康支援課
☎ 973－3209

６
月
は
歯
と
口
の
健
康
週
間
、

食
育
推
進
月
間
で
す
♪

歯
に
良
い
生
活
習
慣

3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
！

う
る
ま
市
健
康
づ
く
り
標
語
【
小
学
生
の
部
】

運
動
・
す
い
み
ん
・
食
生
活

　き
そ
く
正
し
く
　ち
ゃ
ー
が
ん
じ
ゅ
ー

①
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る

②
噛
み
応
え
の
あ
る
食
事

③
食
べ
た
ら
磨
く

一
、
　い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、

 

歯
ブ
ラ
シ
を
持
ち
歩
く
べ
し
。

一
、
　食
べ
た
ら
す
み
や
か
に
、

 

歯
を
み
が
く
べ
し
。

一
、
　正
し
い
み
が
き
か
た
は
、

 

歯
医
者
さ
ん
で
教
わ
る
べ
し
。

一
、
　歯
の
定
期
的
な
健
診
で
、

 

災
い
を
未
然
に
防
ぐ
べ
し
。

一
、
　歯
は
、
一
生
の
友
と
心
得
る
べ
し
。

は 

も 

あ
る

た

 

は

た
だ

 

は
い
し
ゃ 

お
そ

は 

て
い
き
て
き 

け
ん
し
ん

 

わ
ざ
わ 

み
ぜ
ん 

ふ
せ

は 

い
っ
し
ょ
う 

と
も 

こ
こ
ろ
え

予防の
ためじゃ！

資料：沖縄県歯科医師会
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３．資源化量
種　類 平成 25 年度 平成 26 年度 前年度比較
缶　類 233㌧ 210㌧ ー 23㌧
金属類 225㌧ 237㌧ 12㌧
びん類 894㌧ 880㌧ ー 14㌧

ペットボトル 262㌧ 266㌧ 4㌧
古紙類 308㌧ 298㌧ ー 10㌧
古布類 13㌧ 7㌧ ー 6㌧
蛍光管 23㌧ 21㌧ ー 2㌧
乾電池 23㌧ 25㌧ 2㌧
スラグ 2,163㌧ 2,129㌧ ー 34㌧
メタル 15㌧ 16㌧ 1㌧
合　計 4,159㌧ 4,089㌧ ー 70㌧

うるま市のごみ処理経費・ごみ搬入量・資源化量等について
　中部北環境施設組合に搬入された平成 26 年度のごみ量は、前年度と比較して微増しています。ここ数年概ね横ばいの状況にありま
すが、市民一人当たりのごみ処理に係る経費が多額であります。より一層うるま市が推進するごみ分別、リサイクルの取り組みを徹底
し、ごみの減量化を図る必要があります。
　　　　　○ごみ減量に向けた４R 運動の取り組みにご協力をお願いします。
　　　　　　● リデュースの R　・・・　ごみを減らそう
　　　　　　● リユース　の R　・・・　繰り返し使おう
　　　　　　● リサイクルの R　・・・　資源として活かそう
　　　　　　● リフューズの R　・・・　ごみになるものを断ろう

リサイクリンちゃん

＊�平成27年1月末の人口121,548人、世帯
数48,449世帯、平成26年1月末の人口
121,009人、世帯数47,615世帯です。

＊�端数処理をしている為、数値が一致しない
場合があります。

＊�資源化量の金属類は、不燃ごみ・粗大ごみ
から破砕・分別して出てきたものです。

＊�資源ごみ搬入量と、資源化量の数値の違い
は、手選別作業による異物除去のためです。

＊�負担金とは、ごみ処理事業を行う為に必要
な経費をうるま市から中部北環境施設組合
にあてる、ごみ処理経費です。

１．平成 26 年度ごみ処理経費　
経費区分 金　額 市民 1 人当たり 

年間負担金額
1 世帯当たり 
年間負担額

ごみ収集運搬等諸経費 2 億 1,632 万円 1,780 円　 4,465 円　 

負担金
ごみ処理経費 11 億 4,658 万円 9,433 円　 23,665 円　 
最 終 処 分 費 2,343 万円 193 円　 484 円　 

ごみ処理総事業費 13 億 8,633 万円 
（14 億  424 万円）

11,406 円　
（11,604 円）　

28,614 円　 
（29,492 円）　 

＊ (　) 内の数値は平成 25年度実績です。

２．ごみ搬入量
ごみの種類 平成 25 年度 平成 26 年度 前年度比較 市民 1 人当たり 

1 日の排出量
1 世帯当たり 
1 日の排出量

可燃ごみ 30,068㌧ 31,024㌧ 956㌧ 699.3㌘ 1,754.4㌘
不燃ごみ 516㌧ 541㌧ 25㌧ 12.2㌘ 30.6㌘
粗大ごみ 404㌧ 433㌧ 29㌧ 9.7㌘ 24.5㌘

資源ごみ

缶　類 271㌧ 247㌧ ー 24㌧ 5.6㌘ 14.0㌘
びん類 930㌧ 918㌧ ー 12㌧ 20.7㌘ 51.9㌘

ペットボトル 303㌧ 301㌧ ー 2㌧ 6.8㌘ 17.0㌘
古紙類 378㌧ 361㌧ ー 17㌧ 8.1㌘ 20.4㌘

合　計 32,870㌧ 33,825㌧ 955㌧ 762.4㌘ 1,912.8㌘

４．最終処分量
種　類 平成 25 年度 平成 26 年度 前年度比較
飛　灰 990㌧ 1,065㌧ 75㌧

リサイクル工房の利用について募集
組合のリサイクル工房内にあるパッチワーク工房を利用してみませんか。下記の条件等で募集します。
　　　　　○うるま市及び恩納村の住民で構成する団体 ( 任意で可 ) に限ります。
　　　　　○販売・営利を目的とした利用は出来ません。
　　　　　○そのほか利用方法については、組合の指示に従うこと。

【 活用例 】 資源ごみで回収された衣類を活用し , パッチワーク、マイバックや布草履作り、衣服のリフォーム等々
	 ＊詳細については、お問い合せください。

お問い合わせ　中部北環境施設組合　☎972-6619
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消防本部からのお知らせ
� 予防課　☎９７５－２１１９

平成 27年 6月7日（日）から6月13日（土）まで危険
物安全週間です。
危険物とは？
　消防法に定められているもので、一般的に次のような危
険性を持った物品をいいます。
・火災発生の危険性が大きい
・火災拡大の危険性が大きい
・消火の困難性が高い
※�私たちの身近なものでは、ガソリン・灯油・油性塗料等
があります。

危険物の貯蔵又は取扱上の注意事項
①�火気の周囲では、危険物の取扱いは絶対にやめましょう。
②�スタンド等の給油取扱所でガソリンや灯油を購入すると
きは、決められた運搬容器に入れましょう。
③�危険物を貯蔵するときは、子どもや外部の者が容易に触
れないように管理しましょう。
④�指定数量以上（例：ガソリン200リットル以上、灯油 1，
000リットル以上）の危険物を貯蔵又は取扱う場合には、
市町村長の許可が必要です。
⑤�指定数量以上の危険物を貯蔵又は取扱う場合には、危
険物取扱者の資格が必要です。
⑥�指定数量の5分の 1以上で指定数量未満の危険物を貯
蔵又は取扱う場合には、市町村長に届出が必要です。
⑦�危険物取扱免許状取得者で、現在指定数量以上の危険
物を貯蔵取扱いしている者は、3年に一回の法定講習�
（保安講習）を必ず受講しましょう。
⑧�危険物を貯蔵取扱いしている事業所等は、従業員への
保安教育や訓練を定期的に実施し、事故防止に努めま
しょう。
⑨�危険物を貯蔵取扱いしている事業所等は、危険物施設
における安全管理マニュアル等を策定し、誠実に実行し
ましょう。

危険物安全週間について

危険物の漏えい事故防止について
全国的に事業所や家庭で使用される危険物の漏えい事故が、毎年発生しています。
危険物の漏えいは、河川の汚染、農作物、魚類への被害等また火災を起こす原因となり、市民生活に大きな影響を及
ぼします。危険物を取り扱うすべての事業所などでの貯蔵タンク、消費施設、各機器類の点検を定期に実施してください。

★危険物の漏えい事故を未然に防ぐため下記の事項について注意してください。
1.�燃料補給中は、作業終了まで監視してください。
2.�油量が異状に減ることはないか、定期に使用量と残量及び補給量を確認してください。
3.�配管及びバルブの破損、亀裂、変形の確認。
4.「少量危険物貯蔵取扱所」などでは防油堤、配管の破損、亀裂、劣化、又水抜きバルブ�
　（通常は閉）が開放されていないか確認してください。
5.‌�農業ハウス等、屋外に設置してあるタンクについても配管及びバルブの破損、亀裂、�
劣化がないか点検してください。
※危ないなと思ったら早めに専門業者に修理等を依頼してください。

ガソリンの購入及び運搬方法
　農作業用などでガソリンや混合油を購入する場合は、
「ポリ容器」での購入はできません。
　ガソリンスタンドで、購入する場合はガソリン専用
の消防法適合品の金属製容器で 60リットル以下とさ
れています。金属製容器は5リットルから20リットル
程度までの容器がガソリン専用としてホームセンター
やガソリンスタンドで販売されています。金属製であっ
ても市販されているオイル缶・混合油缶・ブリキ缶な
どはガソリンや混合油の運搬容器として認められませ
ん。
　また、乗用車等で運搬する場合は、22リットル以
下の金属製容器（消防法適合品）に限定されています。
　★運搬方法については、特に次のことに注意してく
ださい。
・‌�容器の収納口を上方に向けて、落下、転倒及び破
損しないよう積載し運搬してください。
・‌�容器の収納口を確実に密栓してください。
・‌�容器の外部には危険物の品名（ガソリン）、数量（○
リットル）、注意事項（火気厳禁）を表示してください。
※�セルフガソリンスタンドでは、金属製容器であって
も詰め替えることは禁止されています。

（詳細は、従業員へご確認ください。）

ポリエチレン製の灯油缶には
「絶対にガソリンを入れないで！」

（缶が侵され、変形し漏れるおそれがあります。）

※ペットボトル、瓶なども同様です。

ガソリン缶
（消防法適合品）

ポリ容器
（灯油缶）

平成 27 年度危険物安全週間推進標語
「無事故へと　気持ち集中　はっけよい」
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熱
中
症
は
、
適
切
な
予
防
を
す
れ
ば
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
熱
中
症
に
対
す
る
正
し

い
知
識
と
対
策
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【
と
き
】
６
月
25
日
（
木
）

　
　
　

  

午
後
７
時
〜
９
時

【
と
こ
ろ
】‌�

う
る
ま
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

う
る
み
ん
３
階
ホ
ー
ル

【
対
象
】
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者

【
定
員
】
60
名　
【
参
加
料
】
無
料

【
申
込
方
法
】
健
康
支
援
課
窓
口
ま
た
は
お

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
９
７
３
ー
３
２
０
９

【
講
師
】
沖
縄
県
立
中
部
病
院

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

救
急
科
部
長　

高
良
剛
ロ
ベ
ル
ト
氏

　
７
月
に
実
施
さ
れ
る
集
団
健
診
の
日
程
で

す
。
ぜ
ひ
受
診
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。
詳
細
は
、
う
る
ま
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
国
民
健
康
保
険
課
事

業
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
株
式
会
社
か
ん
ぽ
生
命
保
険
、

日
本
放
送
協
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

全
国
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
三
者
主
催
の
も
と
、

う
る
ま
市
合
併
10
周
年
を
記
念
し
て
「
平

成
27
年
度
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん

な
の
体
操
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
当
日
会
場
ま

で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
と
き
】
７
月
26
日
（
日
）

開
場
：
午
前
５
時
30
分　
開
会
：
午
前
６
時

【
と
こ
ろ
】

晴
天
時
：‌�

う
る
ま
市
具
志
川
多
種
目
球
技
場　

雨
天
時
：
う
る
ま
市
具
志
川
ド
ー
ム　

※‌�
雨
天
の
場
合
は
狭
小
の
た
め
入
場
制
限

を
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
室
内
履
き
を

　
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
市
特
産
品
を
豊
富
に
活
用
し
た
『
う
る

ま
の
幸
御
膳
』
夏
メ
ニ
ュ
ー
を
、
市
食
生

活
改
善
推
進
員
と
一
緒
に
作
っ
て
学
び
ま
せ

ん
か
！？
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
♪

【
と
き
】

①
６
月
24
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

②
６
月
26
日
（
金
）
午
後
６
時
〜
午
後
８
時

【
と
こ
ろ
】

①
勝
連
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
１
階
調
理
室　

②
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
う
る
み
ん

　
３
階
調
理
室

【
対
象
】
市
内
在
住
の
方
。

【
定
員
】
①
15
名　
②
25
名

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（
材
料
費
）

【
申
込
期
限
】６
月
15
日（
月
）〜
19
日（
金
）

　

お
や
こ
で
食
育
ミ
ニ
講
話
＆
調
理
体

験
！！
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①�

パ
ン
講
師
を
招
い
て
楽
し
い
パ
ン
作
り
と

パ
ン
に
組
み
合
わ
せ
た
い
簡
単
で
栄
養

満
点
な
ス
ー
プ
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

②�

ジ
ュ
ニ
ア
野
菜
ソ
ム
リ
エ
・
食
育
指
導
士

で
ご
活
躍
の
新
垣
亜
子
先
生
を
招
い
て
、

ち
ょ
い
カ
ワ
お
弁
当
を
紹
介
し
ま
す
！

【
と
き
】

①
６
月
28
日（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

②
７
月
６
日（
月
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

【
と
こ
ろ
】‌�

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
う
る
み
ん

３
Ｆ
調
理
室

【
対
象
】
市
内
在
住
で
３
歳
〜
５
歳
の
幼
児

と
そ
の
親
（
又
は
祖
父
母
）

【
定
員
】
①
②
そ
れ
ぞ
れ
親
子
10
組

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

【
参
加
料
】
１
人
あ
た
り
３
０
０
円

【
申
込
期
間
】６
月
22
日（
月
）〜
25
日（
木
）

【
申
込
方
法
】
健
康
支
援
課
窓
口
ま
た
は
お

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
９
７
３
ー
３
２
０
９

国
民
健
康
保
険
課
☎
９
７
３
ー
３
１
７
７

①	

平
成
27
年
度
集
団
健
診
の
ご
案
内

②	

夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・

	

み
ん
な
の
体
操
会

③	

み
ん
な
の
健
康
支
え
隊
市
民
講
座

	

熱
中
症
の
予
防
に
つ
い
て

②	

お
や
こ
料
理
教
室
参
加
者
募
集
！

市役所
総合案内

TEL	974-3111
FAX	973-9819

イベント情報や各種講演会など、
市役所からの大切なお知らせです。
詳細については各お問い合わせ先
へご確認ください。

健
康
支
援
課

☎
９
７
３
ー
３
２
０
９

①	

う
る
ま
の
幸
御
膳
調
理
実
習

	

参
加
者
募
集

月 日 曜日 場所 対象行政区

７

１ （水） 石川保健相談セン
ター

曙
２ （木） 東恩納・美原
６ （月） 旭区公民館 東山・旭区
７ （火）

石川保健相談セン
ター

港区・城北

８ （水） 南栄・中央
松島・宮前

１２ （日） 市内全域
１３ （月） 健康福祉センター

うるみん
みどり町

２４ （金） 天願
３０ （木） 天願公民館 赤野・宇堅

３１ （金） 健康福祉センター
うるみん 石川前原公民館

「アンケート」「年金受給調査」と称する不審
な電話が増えています！このような電話は詐欺事
件につながる可能性がありますので、不審な点
があるときは、即答を避け、最寄の税務署また
は警察署にお問い合わせください。詳細は国税
庁のホームページでもご確認いただけます。
沖縄税務署　☎９３８－００３１

税務職員を装った不審な電話に
ご注意ください。
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６
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
台
風
シ
ー
ズ

ン
に
な
り
ま
す
。
台
風
時
の
ご
み
収
集
に

つ
い
て
、
次
と
お
り
で
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

①
収
集
日
の
午
前
８
時
時
点
で
暴
風
警
報

が
発
令
さ
れ
て
い
な
い
場
合

→
ご
み
収
集
を
行
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
正
午
ま
で
に
暴
風
警
報
が
発

令
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
安
全
確
保
の
た
め

「
ご
み
収
集
を
中
止
」
し
ま
す
。

②
収
集
日
の
午
前
８
時
ま
で
に
暴
風
警
報

が
発
令
さ
れ
て
い
る
場
合

→
ご
み
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

次
回
の
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
正
午
ま
で
に
暴
風
警
報
が
解

除
さ
れ
た
場
合
は
、
解
除
１
時
間
後
に
収

集
を
行
い
ま
す
。

③
収
集
日
の
正
午
ま
で
に
暴
風
警
報
が
解

除
さ
れ
な
い
場
合

→
ご
み
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

次
回
の
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
台
風
時
の
ご
み
出
し
は
大
変
危
険
で
す
。

暴
風
警
報
が
出
さ
れ
た
場
合
は
無
理
を
し

な
い
で
、
極
力
次
回
の

収
集
日
に
出
す
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

沖
縄
県
に
は
22
種
類
の
ヘ
ビ
が
い
ま
す

が
、
毒
ヘ
ビ
は
８
種
類
で
、
そ
の
中
で
危

険
な
の
は
ハ
ブ
、
ヒ
メ
ハ
ブ
、
サ
キ
シ
マ
ハ

ブ
、
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
の
４
種
類
で
す
。
ハ

ブ
対
策
と
し
て
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
、

ハ
ブ
に
よ
る
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

ハ
ブ
対
策
の
方
法
は
、

①
隠
れ
場
所
を
な
く
す
。

②
侵
入
を
防
ぐ
。

③
ハ
ブ
が
目
の
前
に
い
た
ら
、
警
察
に
連
絡

す
る
。

④
畑
や
山
で
は
咬
ま
れ
な
い
よ
う
工
夫
す
る
。

も
し
、
ハ
ブ
に
か
ま
れ
た
ら
、

①
ハ
ブ
に
か
ま
れ
た
ら
、
大
声
で
助
け
を

呼
び
、
車
で
病
院
に
運
ん
で
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。（
あ
わ
て
て
走
る
と
毒
の
回
り
が
早
く

な
り
ま
す
。）

②
病
院
ま
で
時
間
が
か
か
る
場
合
は
、
指

が
１
本
通
る
程
度
に
ゆ
る
く
縛
り
ま
す
。（
傷

口
か
ら
心
臓
に
近
い
部
分
を
ゆ
る
く
縛
り

ま
す
。
強
く
縛
る
と
血
の
流
れ
が
止
ま
り
、

逆
効
果
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

必
ず
15
分
に
１
回
は
ゆ
る
め
ま
し
ょ
う
。）

ハ
ブ
に
関
す
る
連
絡
先

【
ハ
ブ
が
目
の
前
に
い
た
ら
】
１
１
０
番

【
ハ
ブ
に
か
ま
れ
た
ら
】
１
１
９
番

　

納
付
済
み
デ
ー
タ
が
シ
ス
テ
ム
で
確
認

可
能
に
な
る
ま
で
、
４
日
〜
２
週
間
程
度

か
か
り
ま
す
。（
納
め
た
金
融
機
関
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。）

　
納
税
関
係
証
明
書
が
急
ぎ
必
要
な
方
の

場
合
、
本
人
確
認
に
必
要
な
書
類
（
運
転

免
許
証
等
）
以
外
に
、
納
付
し
た
こ
と
が

わ
か
る
領
収
証
や
通
帳
（
口
座
振
替
後
、

記
帳
し
た
も
の
）
の
内
容
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
修
正
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

（
代
理
申
請
の
場
合
、
委
任
状
も
必
要
で

す
。）

　
大
変
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
う
る
ま
市
で
は
、
６
月
の
第
２
日
曜
日

（
６
月
14
日
）
を
「
環
境
美
化
の
日
」
と

し
て
定
め
、
ま
た
６
月
を
「
環
境
月
間
」

と
し
て
、
各
自
治
会
、
市
民
、
各
種
団
体
、

事
業
者
等
へ一
斉
清
掃
を
呼
び
掛
け
て
い
ま

す
。
参
加
可
能
な
方
は
所
属
す
る
自
治
会
、

組
織
等
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
各
団
体
の
代
表
者
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
袋
や
ご
み
搬
入
許
可
証
等
を
環
境
課
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
つ
い
て
欠
員

の
あ
る
地
区
で
は
推
薦
候
補
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

【
対
象
】
地
域
の
実
情
を
よ
く
知
り
、
地

域
住
民
が
気
軽
に
相
談
で
き
、
社
会
福
祉

に
理
解
と
情
熱
が
あ
り
実
際
に
活
動
で
き

る
方
。

【
対
象
】
お
お
む
ね
30
歳
以
上
70
歳
以
下
の
方

（
主
任
児
童
委
員
は
65
歳
未
満
）

【
申
込
方
法
】
生
活
福
祉

課
又
は
各
自
治
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

③	

ハ
ブ
に
ご
注
意
！

②	

台
風
時
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て

納
税
課

☎
９
７
３
ー
１
０
９
９

納
税
関
係
証
明
書
が
必
要
な
方
へ

環
境
課

☎
９
７
３
ー
５
５
９
４

①	「
環
境
美
化
の
日
」
及
び

	

「
環
境
月
間
」一斉
清
掃
に
つ
い
て

生
活
福
祉
課

☎
９
７
３
ー
４
９
８
２

民
生
委
員
・
児
童
委
員
推
薦
候
補
者
募
集

６月は「環境月間」です。 地球温暖化問題、
ごみ問題、資源リサイクルなど環境に関する写
真・資料などの展示を行います。
【とき】６月６日（土）～１２日（金）
	 ※最終日は午前中まで
【ところ】うるま市健康福祉センター
	 うるみん１階展示コーナー
【お問い合わせ】環境課　☎９７３－５５９４

環境月間パネル展環境月間パネル展
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平
成
25
年
12
月
に
「
消
防
団
を
中
核
と

し
た
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
関
す
る

法
律
」
が
制
定
さ
れ
、
同
法
律
に
伴
い
、

う
る
ま
市
の
消
防
団
員
に
も
多
種
多
様
な

災
害
に
対
応
す
る
た
め
に
安
全
装
備
品
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
、「
自
ら
の
地
域
は
自
ら

守
る
」
を
合
言
葉
に
、
更
な
る
消
防
団
員

の
活
躍
の
場
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
も
消
防
団
員
の
充
実
強
化
を
図
り
、

火
災
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
災
害
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
消
防
力
の
維
持
・
強
化

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
内
在
住
の
身
体
障
害
者
を
対
象
に
、

う
る
ま
市
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
砲
丸
投
げ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

投
げ
、
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー
、
フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
、
走
り
幅
跳
び
、
立
ち
幅
飛

び
等
、
陸
上
競
技
を
主
体
に
、
９
月
に
行

わ
れ
る
「
第
51
回
沖
縄
県
身
体
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
」
の
出
場
者
選
考
を
兼
ね
ま

す
。

【
と
き
】
６
月
14
日
（
日
）　

 　
　
　
午
後
２
時
〜
５
時

【
と
こ
ろ
】
具
志
川
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

【
対
象
】
市
内
在
住
の
身
体
障
害
者
手
帳

所
持
者
で
13
歳
以
上
の
方

【
申
込
方
法
】
う
る
ま
市
障
が
い
者
福
祉
協

会 

事
務
局（
川
満
）  

☎
９
８
７
ー
７
７
９
０

　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
９
８
７
ー
７
８
０
２

【
申
込
期
限
】
６
月
10
日
（
水
）
午
後
5
時

　
発
達
障
が
い
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）
の
子
ど
も
を

持
つ
、
親
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

子
ど
も
へ
の
か
か
わ
り
方
、
発
達
障
が
い
へ

の
理
解
、
指
示
の
与
え
方
な
ど
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
し
な
が
ら
、
参
加
す
る
親
同
士

が
つ
な
が
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

【
と
き
】
６
月
29
日
（
月
）・
７
月
13
日
・

27
日
（
月
）・
８
月
10
日
・
24
日
（
月
）・

９
月
７
日
・
14
日
（
月
）
28
日
（
月
）　　

（
計
８
回
）　
午
前
10
時
〜
12
時　

【
と
こ
ろ
】
み
ど
り
町
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

  

学
童
ク
ラ
ブ
室

【
対
象
】
発
達
障
が
い
の
子
ど
も
を
持
つ
保

護
者
（
８
回
の
ワ
ー
ク
に
参
加
で
き
る
方
）

【
定
員
】
８
人

【
申
込
方
法
】
み
ど
り
町
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

お
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
☎
９
７
２
ー
６
２
０
０

※
定
員
に
達
し
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

　
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
を
抱
え
た
親
同

士
の
ゆ
ん
た
く
会
で
す
。
日
頃
気
に
な
っ

て
い
る
こ
と
や
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
お

互
い
ゆ
ん
た
く
し
な
が
ら
情
報
交
換
し
ま

し
ょ
う
。

【
と
き
】
毎
月
第
３
金
曜
日　

午
前
10
時
〜
12
時
（
変
更
に
な
り
ま
し
た
）

【
と
こ
ろ
】
屋
慶
名
児
童
館　

　
　
　
　

  

学
童
ク
ラ
ブ
室

【
対
象
】
子
育
て
中
の
親

【
参
加
料
】
１
０
０
円
（
お
茶
菓
子
代
）

【
申
込
方
法
】お
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

屋
慶
名
児
童
館	

☎
９
７
８
ー
６
０
８
２

消
防
本
部
警
防
課
☎
９
７
５
ー
２
０
０
６

う
る
ま
市
消
防
団
員
安
全
装
備
品
導
入

障
が
い
福
祉
課

☎
９
７
３
ー
５
４
５
２

①	「
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」選
手
募
集

②	

発
達
障
が
い
の
子
ど
も
を
持
つ

	

親
の
た
め
の
ペ
ア
レ
ン
ト

	

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

子
ど
も
・
子
育
て
対
策
室

☎
９
８
９
ー
５
３
１
３

障
が
い
の
子
ど
も
を
持
つ
親
の
会　

〜
ク
ロ
ー
バ
ー
〜

消防団員安全装備品
1 ヘルメット
2 ゴーグル
3 防塵マスク
4 救命胴衣
5 手袋
6 防火服一式
7 雨衣
8 警笛
9 電灯
10 編上げ靴

【持参する物】・お薬手帳（現在飲んでいる薬がある方）
	 ・健診結果（特定健診・長寿健診・人間ドック 等）
	 ※�後日来所していただき、 健康状態など確認のた

め面談を行ないます。
	 ※�今年の健診を未受診または受診後の結果が届い

ていない方は、去年の健診結果で可。
【対　　　象】‌�65 歳以上の市民（介護認定を受けている方、 運

動制限のある方は利用になれません。）
【定　　　員】各プログラム 20 名　
【参 加 料】１回あたり１００円（うるみんの施設利用料）
【申 込 方 法】‌�各教室参加募集期間中に、うるま市地域包括支援

センターへ電話でご本人がお申し込みください。
※①、②のいずれか１つを受講ください。※新規申込者優先です。

①うるみん（月・木の週２回）筋トレコース
【とき】7月16日（木）より、（全 20回）毎週月・木曜日
【ところ】うるみん（運動指導室）
【申込期間】6月17日（水）～18日（木）

②うるみん（金）水中運動コース
【とき】7月24日（金）より（全 20回）毎週金曜日　
【ところ】うるみん（プール）
【申込期間】6月24日（水）～25日（木）

うるま体操習得塾のご案内うるま体操習得塾のご案内
地域包括支援センター　☎９７３－５１１２
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平
成
27
・
28
年
度
に
お
け
る
、
う
る
ま

市
が
発
注
す
る「
警
備・清
掃
等
委
託
業
務
」

「
物
品
購
入
等
」
の
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
の
追
加
受
付
（
市
内
本
社
の
み
）
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

【
受
付
期
限
】

平
成
28
年
12
月
28
日
ま
で
（
随
時
）

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

※
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く

【
受
付
場
所
】
管
財
課
（
本
庁
舎
３
階
）

【
提
出
要
領
（
Ｃ
Ｄ
ー
Ｒ
）
の
配
付
期
間
】

平
成
28
年
12
月
28
日
ま
で
（
随
時
）  

午
前

９
時
〜
12
時
、
午
後
１
時
〜
午
後
５
時  

※
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く

【
配
布
場
所
】
管
財
課
（
本
庁
舎
３
階
）

※
う
る
ま
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
各
課
の

案
内
」
→
「
管
財
課
」
か
ら
も
提
出
要
領

等
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
。
提
出

す
る
際
は
、
独
自
で
購
入
し
た
Ｃ
Ｄ
ー
Ｒ

に
入
力
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
必
ず
持
参
し
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
郵
送
に
よ
る
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

管
財
課

☎
９
７
３
ー
５
３
７
３

平
成
27・
28
年
度
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
の
追
加
受
付
（
市
内
本
社
の
み
）

に
つ
い
て

　
ふ
る
さ
と
の
言
葉
に
対
す
る
関
心
を
高

め
、
そ
の
価
値
を
見
直
す
機
会
を
提
供
し
、

地
域
文
化
の
継
承
発
展
を
目
的
と
し
て
開

催
す
る
同
大
会
へ
の
出
場
者
を
募
集
致
し

ま
す
。

　
第
１
部
、
第
２
部
そ
れ
ぞ
れ
の
優
勝
者

は
、
９
月
（
予
定
）
に
開
催
さ
れ
る 

「
し

ま
く
と
ぅ
ば
語
や
び
ら
県
大
会
」
に
派
遣

さ
れ
ま
す
。

【
と
き
】
７
月
25
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

【
と
こ
ろ
】
市
民
芸
術
劇
場　
燈
ホ
ー
ル

【
対
象
】

第
１
部　
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生

第
２
部　

‌�一
般
（
各
地
域
の
独
自
性
を
出

せ
る
こ
と
）

【
申
込
期
限
】
６
月
22
日
（
月
）

【
申
込
方
法
】
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
文
化
協
会
（
勝
連
庁
舎
シ
ビ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
内
）、
文
化
課
（
う
る
ま
市
民

芸
術
劇
場
内
）
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

【
テ
ー
マ
】
１
部
、
２
部
と
も
自
由
。

小
・
中
・
高
に
つ
い
て
は
地
域
に
伝
わ
る
昔

話
や
民
話
等
で
も
可
。

※
制
限
時
間
５
分
以
内

【
発
表
方
法
】「
話
し
言
葉
に
よ
る
発
表
」

を
原
則
と
し
、
１
人
又
は
複
数
１
組
で
の

発
表
と
す
る
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
う
る
ま
市
文
化
協
会

☎
９
７
８
ー
２
３
２
９
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

　
「
う
ち
そ
ろ
て　
高
め
ら
な　
う
る
ま
市

の
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
、
今
年
も
市
文
化

協
会
の
会
員
に
よ
る
舞
台
発
表
を
開
催
し

ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
観
覧
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

【
と
き
】

７
月
11
日（
土
）夜
の
部
：
午
後
６
時
開
演

７
月
12
日（
日
） ‌�昼
の
部
：
午
後
２
時
開
演　

夜
の
部
：
午
後
６
時
開
演　

【
と
こ
ろ
】
市
民
芸
術
劇
場　
響
ホ
ー
ル

【
定
員
】
８
２
１
名　

【
入
場
料
】
１ ,
０
０
０
円

※
高
校
生
以
下
は
無
料

【
お
問
い
合
わ
せ
】
う
る
ま
市
文
化
協
会

☎
９
７
８
ー
２
３
２
９
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

　
教
育
者
と
し
て
師
父
と
し
て
あ
が
め
ら

れ
、
ま
た
戦
後
の
初
代
知
事
と
し
て
、
沖

縄
の
復
興
に
尽
力
し
た
志
喜
屋
孝
信
の
半

生
を
描
い
た
感
動
の
舞
台
を
、
将
来
の
夢

に
向
か
っ
て
励
む
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る

た
め
の
特
別
講
演
で
す
。

【
と
き
】
６
月
28
日
（
日
）
午
後
２
時
開
演　

【
と
こ
ろ
】
市
民
芸
術
劇
場　
響
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
１ ,
０
０
０
円

　
　
　
　

 （
当
日
１ ,
３
０
０
円
）

【
チ
ケ
ッ
ト
電
話
予
約
先
】
公
演
事
務
局

☎
０
９
０
ー
２
３
９
２
ー
０
８
０
４

赤
道
自
治
会　
☎
９
７
３
ー
３
４
３
２

②	

第
11
回
う
る
ま
市
民
総
合
文
化
祭

	

舞
台
の
部
の
開
催
に
つ
い
て

文
化
課

☎
９
７
３
ー
４
４
０
０

①	

第
11
回
「
し
ま
く
と
ぅ
ば
語
や
び
ら

	

う
る
ま
市
大
会
」
出
場
者
募
集

③	

創
作
劇
「
志
喜
屋
孝
信
物
語
」

	

〜
育
英
資
金
造
成
特
別
講
演
〜
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呼
吸
法
を
含
め
基
本
的
な
泳
ぎ
の
マ
ス

タ
ー
を
目
指
し
、
体
力
づ
く
り
を
推
進
す

る
と
共
に
健
康
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

【
と
き
】６
月
30
日（
火
）〜
７
月
31
日（
金
）　

午
前
７
時
〜
９
時

【
と
こ
ろ
】
石
川
プ
ー
ル　

　
　
　
　

  

Ｂ
＆
Ｇ
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

【
対
象
】
18
歳
以
上
の
市
民

（
市
内
通
勤
・
通
学
者
も
含
む
）

【
定
員
】
各
プ
ー
ル　
定
員
40
名

【
参
加
料
】
５
０
０
円

（
保
険
料
含
む
・
申
し
込
み
時
に
徴
収
す
る
）

【
申
込
方
法
】
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
（
各
体
育

施
設
事
務
所
）
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】６
月
１
日（
月
）〜
25
日（
木
） 

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す

　
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
は
全
身
の
筋
肉
を
使
用

す
る
ス
ポ
ー
ツ
で
、
高
い
運
動
効
果
が
あ

り
ま
す
。
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
楽
し
さ
を
、

親
子
で
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
と
き
】

①
７
月
７
日
（
火
）・
②
８
日
（
水
）

③
９
日
（
木
）　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

【
と
こ
ろ
】
具
志
川
ド
ー
ム

【
対
象
】
市
内
在
住
の
親
子（
子
は
小
学
生
）

【
定
員
】
10
組
（
約
20
名
）

【
参
加
料
】
２
０
０
円
（
一
人
一
回
あ
た
り
）

【
申
込
方
法
】
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
（
具
志
川

運
動
公
園
管
理
事
務
所
）
ま
た
は
具
志
川
・

石
川・勝
連・与
那
城
の
各
体
育
施
設
事
務
所
。

※
夜
間
・
土
日
対
応
可
。
火
曜
休
館

【
申
込
期
限
】

６
月
８
日
（
月
）
〜
７
月
１
日
（
水
）　

※
定
員
に
達
し
次
第
締
切
り
ま
す
。

【
服
装
】
運
動
に
適
し
た
服
装
・
靴
下
（
水

筒
、
タ
オ
ル
等
）

　

う
る
ま
市
に
は
、
市
内
中
小
企
業
が
行

う
新
商
品
開
発
ブ
ラ
ン
ド
化
等
に
つ
い
て
、

開
発
研
究
意
欲
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
新
商
品
や
新
技
術
の
開
発
、
商
品
ブ
ラ
ン

ド
化
等
に
関
す
る
技
術
研
究
を
予
定
し
て
い

る
方
々
は
、
ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
！！

※
様
式
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
若
し
く
は
商
工

観
光
課
で
お
取
り
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
補
助
対
象
者
】
市
内
中
小
事
業
者
で
、

市
内
に
主
た
る
事
業
所
及
び
工
場
を
も
ち
、

引
き
続
き
１
年
以
上
事
業
を
営
む
も
の
。

【
補
助
対
象
事
業
】
新
商
品
ま
た
は
新
技
術

の
開
発
、
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
、
デ

ザ
イ
ン
の
開
発
事
業

【
補
助
対
象
事
業
者
数
】
原
則 

１
社

【
補
助
金
の
額
】
市
が
認
め
る
経
費
（
補
助

対
象
経
費
）
の
３
分
の
２
以
内
の
額
と
し
、

上
限
50
万
を
限
度
と
す
る
。

【
申
込
期
限
】
７
月
31
日
（
金
）
必
着

　
う
る
ま
市
合
併
10
周
年
を
記
念
し
、
芸

能
、
文
化
、
特
産
品
、
観
光
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
、
観
光
客
の
誘
致
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
「
合
併
１０
周
年
！
う
る
ま
市
の
観

光・物
産
と
芸
能
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
物
産
展
以
外
に
も
各
種
イ
ベ
ン
ト

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

【
と
き
】
７
月
10
日
（
金
）
〜
12
日
（
日
）

【
と
こ
ろ
】
沖
縄
タ
イ
ム
ス
本
社
ビ
ル

（
那
覇
市
久
茂
地
２
丁
目
２
番
２
号
）

※
詳
細
は
決
定
次
第
、
随
時
Ｈ
Ｐ
で
掲
載

し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
自
動
車
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
抑
制
に
寄
与

す
る
バ
イ
オ
燃
料
（
Ｅ
10
・
Ｅ
３
）
が
今
、

沖
縄
県
内
に
普
及
し
て
い
ま
す
。

　
本
島
を
中
心
に
58
か
所
の
サ
ー
ビ
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
市
内
は
３
箇
所
）
で
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
環
境
省
委
託
「
バ
イ
オ
燃
料

利
用
体
制
確
立
促
進
事
業
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

詳細はＨＰまたは市産品カタログ「うまんちゅぬ　うるまぬすぐりむん」でご確認ください。【お問い合わせ】商工観光課 ☎ 965-5634

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
９
８
９
ー
３
１
１
０

①	

成
人
水
泳
教
室

②	

フ
ァ
ミ
リ
ー
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
体
験
教
室

	

受
講
者
募
集

商
工
観
光
課

☎
９
６
５
ー
５
６
３
４

①	

う
る
ま
市
新
商
品
開
発
及
び

	

ブ
ラ
ン
ド
化
促
進
事
業
に
関
す
る

	

お
知
ら
せ

③	

バ
イ
オ
燃
料
に
つ
い
て

	

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
努
め
て
み
て
は

	

い
か
が
で
す
か
。

②	「
合
併
１０
周
年
！
う
る
ま
市
の
観
光
・

物
産
と
芸
能
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

うるま市の推奨品に新たに３つの商品が加わりました。
島
ネ
ロ

　
島
ネ
ロ
研
究
所堅琴（うるまの堅琴）

「ことのは」「あやはべる」「てるる」「ももね」
てるる詩の木工房
（木の工房杢陽）

こがねチャンまんじゅー
黄金茶屋
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うるま市民無料相談所の開設について
① 市民無料法律相談

② 行政相談

③ 人権相談　

④ 消費者相談

⑤ こどもＳＯＳ相談メール

⑥ 子育て教育相談　

と　き	：	6 月 11 日（第２木曜日）　午後２時～午後４時
ところ	：	石川庁舎（１階市民相談室）
予約券配布場所	：	石川庁舎 1 階市民課前市民ロビー
予約券配布時間	:	午前９時予約券配布開始	

と　き	：	6 月 18、25 日（第３、４木曜日）　午後２時～午後４時
ところ	：	本庁（１階市民相談室）
予約券配布場所	：	本庁舎２階市民生活課
予約券配布時間	:	午前９時予約券配布開始	

※法律相談を受けることができるのは先着８名までです。
※�予約券を午前９時から配布いたしますが、９時時点でお客様が８

名以上並んで待機している場合がありますので、お早めに予約
券配布場所へお越しくださいますようお願いいたします。

※電話での予約は受付けておりませんのでご了承ください。

　国、行政、特殊法人についての意見・要望等の相談を行います。
と　き	：	�6月2日（火）午前10時～午後4時（正午～午後１時を除く） 

＊日程変更の場合がありますので、市民生活課へお問い合 
　わせください。

ところ	：	本庁　3 階　第 1 会議室

　近隣のトラブル、家庭内のもめごと、いじめ、体罰等の人権に
関する相談を行います。
と　き	：	�6月2日（火）午前10時～午後4時（正午～午後１時を除く） 

＊日程変更の場合がありますので、市民生活課へお問い合 
　わせください。

ところ	：	本庁　3 階　第 1 会議室
　　　  石川保健相談センター　1 階
　　　  勝連社会福祉協議会　会議室
　　　  与那城庁舎　３階　第３会議室

　消費生活に関する商品やサービスの契約トラブル（悪質商法、
架空請求、多重債務等）の相談を行います。
と　き	：	�毎週水曜日 午前１０時～午後４時（正午～午後１時除く）
ところ	：	本庁１階　市民相談室
		  ※消費者相談は沖縄県県民生活センター（☎ 863-9214）
		  　でも平日相談可能です。

　子どもからの悩み相談や子育て中の親などから子育てに関する
悩み全般を受付けします。
メールアドレス ：	� kodomo-soudan@city.uruma.lg.jp　

　児童の健全な発達と子育て等の悩みに対し臨床心理士がカウン
セラーとして相談を受けます。
と　き	：	�６月２５日（木）午後２時～午後５時
ところ	：	市役所本庁２階 児童家庭課（予約制）

【お問い合わせ】 ①～④市民生活課　☎９７３－５４８７

【お問い合わせ】 ⑤～⑥家庭児童相談室（児童家庭課内） ☎９７３－5041

　吉
よし

村
むら

文
ふみ

男
お

氏が平成 27 年 4 月 1 日
付けで総務大臣から委嘱され、 行政
相談委員となりました。

　うるま市では、自治公民館建設等補
助事業として、コミュニティ活動に必
要な集会施設の整備等に対して補助を
行い、地域のコミュニティ活動の充実・
強化を図り、行政と協働しながら、地
域のさまざまな問題解決に主体的に取
り組むことのできる、力強い地域コミュ
ニティの育成を目指し、支援を進めて
います。
　この度、老朽化によりコンクリートの
ひび割れ及び剥離落下等が生じ危険な
状態であった塩屋公民館を、うるま市
自治公民館建設等補助金等を活用し、
平成２７年３月末日にて新築完成いたし
ました。
　今後は、地域活動の拠点となるコミュ
ニティ施設の充実により、ますますの地
域交流、活性化が図られることと思わ
れます。

行政相談委員の委嘱について

　行政相談委員は、市民
と行政のパイプ役となり、
様々な問題解決に取り組
みます。
　国・県・市町村等に対
する苦情要望等の相談を
受けて、 必要な助言を
行ったり、 関係行政機関
等に苦情を通知し、 その
解決の促進を図ります。
うるま市ではおよそ月１
回、 行政相談所を開設し
ています。 相談ごとがあ
りましたら、 お気軽にご
利用ください。

沖縄行政評価事務所　行政相談課
電話 866-0148
うるま市役所　市民生活課電話 973-5487

【吉
よし
村
むら
 文
ふみ
男
お
 氏】

塩谷公民館が完成 !!

お問合せ
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総合建設業（特-26）第11080号 〈住宅防音工事・新築・リフォーム・バリアフリー・太陽光発電システム工事〉

【本社】〒904-0033 沖縄市山里3丁目1番21号  電話 098-932-2105 【泡瀬展示場】〒904-2173 沖縄市比屋根1-11-7  　　 0120-161-123
【しおざき展示場】〒901-0364 糸満市潮崎町4-26-5  電話 098-840-3878【名護営業所】〒905-2172 名護市字豊原79-10  電話 0980-50-0213

沖建工房

真心 信用 安心

太陽光発電設置工事なら沖建工房へお任せください。

企画課  ☎ 973-5005

男の子だって
泣きたいときもあるよね。

　平成 27年 10月1日を期日として全国一斉に国勢調査を実施しま
す。本調査は日本に住んでいるすべての人を対象とする最も基本的
な統計調査で、うるま市では約 4万 9千世帯、約 12万 2千人が調
査対象となり、500人程度の調査員が必要になります。実施にあた
り調査員として従事していただける人を多数募集します。

平成27年国勢調査員を募集します！

・‌�本年 10 月 1 日に実施する国勢調査の事務を行っていただく方で、総務大臣
が任命する非常勤の国家公務員です。

・任命期間は 8 月下旬から 10 月下旬のおよそ 2ヶ月間です。

調査員とは？

・「国勢調査調査員申込書」に記入して顔写真（4cm×3cm）1 枚を添えて提出。
  （電話・FAX による申込も可。その場合、写真は後日提出すること。)
※「国勢調査調査員申込書」は企画課にあります。

申込方法

・平成 27 年 6 月 22 日（月）まで　
  ただし、定員に達しても待機者を随時募集しています。

申込期限

・原則 20 歳以上で、責任をもって調査事務ができる人。
・税務、選挙、警察等に直接関係のない人。
・暴力団員でない者及び暴力団若しくは暴力団員と密接な関係を有しない者であること。

申込み出来る人

・調査員事務打合せ会への出席（9 月上旬～ 9 月中旬）
・調査地域の確認、名簿等の作成（9 月中旬）
・調査票の配布と回収（9 月下旬～ 10 月上旬）
・調査書類の検査と提出（10 月中旬）
・未提出世帯へ再訪問し調査票の提出を依頼、回収（10 月下旬）

主な仕事の内容

・申込先 :うるま市 企画課 共同参画係（本庁 3 階）
・電  話：973－5005　　FAX：973－9819

問合せ・申込先

・約 3 万 5 千円～ 7 万円程度（調査区数や調査対象世帯数により変動します。）
報 酬
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ご寄付・ご寄贈ありがとうございます
うるま市育英会へ

☆久田家親族 様（字宇堅）より5 万円の寄付

うるま市社会福祉協議会へ

☆山
やま

内
うち

 幸
こう

一
いち

 様（石川赤崎）より5 万円の寄付
☆花

はな
城
しろ

 節
せつ

子
こ

 様（勝連南風原）より5 万円の寄付
☆仲

なか
本
もと

 義
よし

廣
ひろ

 様（勝連平敷屋）より4,500 円の寄付
☆久田家親族 様（字宇堅）より5 万円の寄付
☆うるま市商工会会長 山

やま
城
しろ

 和
かず

正
まさ

 様（勝連平安名）より10万円の寄付
☆我

が
喜
き

屋
や

 元
げん

四
し

郎
ろう

 様（与那城伊計）より5 万円の寄付
☆ JA おきなわ与那城支店様より9,134 円の寄付

◎	大切な命を守るため、住宅用火災警報器を設置しましょう。
◎	あなたも救命のリレーに参加しませんか。
※	AED は誰でも使える救命の道具です、応急手当講習会を
	 受講して使い方を覚えましょう！
◎	救急出場が増加傾向です。軽いケガの時は近くの医院、診療

所での受診をおすすめ致します。（救急車の適正利用をお願
いします。）

消防活動状況（平成２７年４月）

うるま市の人口

	救急出場件数	 492 件	 （2,209 件）
	搬送人員	 464 人	 （2,075 人）
	火災件数	 7 件	 （29件）
 （　）は平成２７年１月からの累計

	 平成 27 年 5 月１日		  前月比 

	 人口	 121,601 人	 ＋ 16
	 男　	 60,884 人	 － 4
	 女　	 60,717 人	 ＋ 20
	世帯数	 48,806 戸	 ＋ 168

◆‌�台風時の避難場所‌
～具志川・勝連・与那城庁舎と
石川消防署です～

　沖縄本島地方に暴風警報が発表されたとき、
具志川、勝連、与那城の各庁舎と石川消防署（石
川庁舎から変更しました。）において自主避難が
できます。また、島しょ地域においては、猛烈
な台風の接近が予想される場合は、平安座地区
コミュニティ防災センターに災害対策要員を配
置し自主避難の受入れを行います。
　台風時には、強固な建物であれば建物内にと
どまることがより安全です。建物の倒壊や浸水
などのおそれがあり、避難が必要な場合には早
めに自主避難しましょう。

◆�避難時の心構え‌
～食糧・毛布・常備薬などは‌
ご自身で用意しましょう。

　台風時の避難や暴風・豪雨などの自主避難に
おいては、避難所での食事、寝具、薬、その
他生活用品は原則避難者ご自身で用意すること
になっています。日頃から非常持出袋に必要な
物品を用意するなどして備えましょう。

◆�地震・津波など‌
大規模災害時の避難場所‌
～台風時とは異なります～

　市では、地震や津波などの大規模災害時に、
避難者が一時的に集合する一時避難場所として
公園などを、また一定期間、身の安全を確保し
避難生活を送るための収容避難所として小中学
校や公共施設などを指定しています。各戸配布
している「うるま市防災減災マップ（平成 27 年）」
から最寄りの場所をお確かめください。




